
(様式第 10) 

 慈本管(28)第 156 号  

平成 28 年 10 月  日  

  厚生労働大臣        殿 

開設者名 学校法人 慈恵大学   

 理事長 栗原 敏 (印) 
 

東京慈恵会医科大学附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 27 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒105-8461 東京都港区西新橋3-25-8 
 氏   名 学校法人 慈恵大学 理事長 栗原 敏 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

  東京慈恵会医科大学附属病院 

 

3 所在の場所 

〒105-8471 東京都港区西新橋3-19-18 
                               電話( 03 ) 3433 － 1111  

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

①医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有  ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

1消化器内科 2神経内科 3腎臓内科 4内分泌・代謝内科 5血液内科 6循環器内科 7呼吸器内科 

  8           9         10          11          12           13          14 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で



医療を提供している場合に記入すること。 

 

 

(2)外科 

外科 ○有  ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1消化器外科 2肝臓外科 3乳腺外科 4呼吸器外科 5血管外科 6小児外科 7形成外科 

  8心臓血管外科 9         10          11          12          13          14 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ①精神科 ②小児科 ③整形外科 ④脳神経外科 ⑤皮膚科 ⑥泌尿器科 7産婦人科   
⑧産科  ⑨婦人科 ⑩眼科    ⑪耳鼻咽喉科 ⑫放射線科  13放射線診断科 
14放射線治療科   ⑮麻酔科  ⑯救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 ○有  ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1歯科口腔外科2          3          4          5          6          7  

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  11リハビリテーション科 2病理診断科  3         4         5         6        7   

  8           9         10          11          12           13          14 

 15          16         17          18          19           20          21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

49床 床 床 床 1,026床 1,075床 

 

 

 

 

 



 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

平成 28 年 10 月 1 日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師      656人 62人 670.8人 看 護 補 助 者        51人 診療エックス線

技師 

0人 

歯 科 医 師      7人 1人 7.1人 理 学 療 法 士        22人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

106人 

薬 剤 師      63人 1人 63.7人 作 業 療 法 士        8人 衛生検査技

師 

0人 

保 健 師      0人 0人 0人 視 能 訓 練 士        15人 そ の 他       0人 

助 産 師      34人 0人 34人 義 肢 装 具 士        0人 あん摩マッサージ指圧師 0人 

看 護 師      1,035人 8人 1,040.1人 臨 床 工 学 士 24人 医療社会事業従

事者 

9人 

准 看 護 師      0人 0人 0人 栄  養  士        12人 その他の技術員        57人 

歯科衛生士 4人 0人 4人 歯 科 技 工 士        0人 事 務 職 員        212人 

管理栄養士 24人 5人 28.5人 診療放射線技師 70人 その他の職員        111人 

(注)1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

3「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と

常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入するこ

と。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

 

 

7 専門の医師数（平成 28 年 10 月 1 日現在） 

専門医名 人数 専門医名 人数 

総合内科専門医 34 人 眼 科 専 門 医 19 人 

外 科 専 門 医 53 人 耳鼻咽喉科専門医 19 人 

精 神 科 専 門 医 15 人 放射線科専門医 25 人 

小 児 科 専 門 医 20 人 脳神経外科専門医 15 人 

皮 膚 科 専 門 医 11 人 整形外科専門医 19 人 

泌尿器科専門医 14 人 麻 酔 科 専 門 医 19 人 

産婦人科専門医 24 人 救 急 科 専 門 医 5 人 

  合計 292 人 

(注)人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常

勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（）任命年月日平成年月日 

 

※該当せず 

 

 

 

 

  



 

 

9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

 歯科等以外 歯科等 合計 

１日当たり平均入院患者数 804.4人 1.2人 805.6人 

１日当たり平均外来患者数 2,730.5人 53.1人 2,783.6人 

１日当たり平均調剤数             入院923剤、外来594剤計1517剤 

必要医師数 238人 
必要歯科医師数 4人 
必要薬剤師数 27人 

必要（准）看護師数 501人 
（注)1「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 

3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規

則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

 

 

10 施設の構造設備 

施設名 床面積 主要構造 設備概要 

集中治療室 

 

 
889.62 ㎡ SRC 構造 

病床数 39床 心電計 有 

人工呼吸装置 有 心細動除去装置 有 

その他の救急蘇生装置 有 ペースメーカー 有 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］床面積床面積17㎡/1床、床面積12.6㎡/1床計病床数9床 

［移動式の場合］台数10台 

医薬品 

情報管理室 

［専用室の場合］床積m2 

［共用室の場合］共用する室名薬剤部 

化学検査室 217.75m2 SRC 構造 （主な設備）ベッド等 

細菌検査室 547.76m2 SRC 構造 （主な設備）クリーンベンチ、インキュベータ等 

病理検査室 442.32m2 SRC 構造 （主な設備）電子顕微鏡、自動免疫測定装置等 

病理解剖室 79.83m2 SRC 構造 （主な設備）電子顕微鏡、自動免疫測定装置等 

研究室 176.96m2 SRC 構造 （主な設備）机、PC、冷蔵庫等 

講義室 210.18m2 SRC 構造 室数室10室 収容定員人5～20人 

図書室 1633.23m2 RC、S構造 室数室7室 蔵書数冊程度27万冊程度 

(注)1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



 

 

11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算定期間 平成27年4月1日～平成28年3月31日 

紹介率 71．7％ 逆紹介率 52．7％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                    23,781人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数 20,790人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数 4,541人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                    39,481人 

(注)1「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

2「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注）「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

1.医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2.医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

3.その他 

 

 

 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

※経過措置適用（計画書提出済） 

 

 

 

 

※経過措置適用（計画書提出済） 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

4人　

7人　

5人　

53人　

41人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術（白内障に係るものに限る）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

CYP2D6遺伝子多型検査

IL28Bの遺伝子診断によるインターフェロン治療効果の予測評価

実物大臓器立体モデルによる手術支援

前眼部三次元画像解析

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

6人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る）及びカルボプラチン腹膜内投与（三週間に
一回投与するものに限る）の併用療法、上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん
アルテプラーゼ静脈内による血栓溶解療法　急性脳梗塞(当該疾病の小症状の発症時刻から明らかでない
場合に限る)

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検　早期胃がん

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3その他の高度の医療

医療技術名
進行膵癌及び胆道癌に対する塩酸ゲムシタビン併用WT1ペプチドパルス
樹状細胞療法第I相臨床試験

取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波併用経静脈的線溶療法の開発 取扱患者数 ０人

当該医療技術の概要

医療技術名 神経超音波検査を用いた急性期脳梗塞診療 取扱患者数 120人

当該医療技術の概要

医療技術名 集学的診療に基づく経静脈的線溶療法 取扱患者数 15人

当該医療技術の概要

医療技術名 若年性脳梗塞患者におけるFabry病の診断 取扱患者数 20人

当該医療技術の概要

医療技術名 神経免疫疾患に対する血液浄化療法や大量γグロブリン療法 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名 症時刻不明の脳梗塞患者に対する経静脈的線溶療法 取扱患者数 0人

当該医療技術の概要

医療技術名 坑CD20抗体（Rituximab）を用いたABO血液型不適合腎移植 取扱患者数 0人

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波パワードップラー法(PDUS)を用いた炎症性筋疾患の診断技術の開発 取扱患者数 13人

当該医療技術の概要

我々は、皮膚筋炎において筋膜は炎症の場として重要であり、筋膜炎が発症早期から認められることを報告した。

PDUSは造影MRIと比較して侵襲がなく、炎症部位の検出に有用なため、筋膜炎や筋炎の検出にPDUSを応用している。

医療技術名 ゴーシェ病に対するシャペロン療法 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 ライソゾーム病の診断 取扱患者数 ２５０人

当該医療技術の概要

ゴーシェ病に対する酵素補充療法は、継続的な点滴治療が必要で患者負担が大きく、中枢神経症状には無効である。シャ
ペロン療法は内服治療であり、中枢神経症状にも効果が期待できるため、ゴーシェ病患者に有益な治療法となる。

酵素補充療法が開発され、今日では多くのライソゾーム病が治療可能な疾患となっている。ライソゾーム病の治療を適切に
行うためには、正確な診断が重要であり、当科ではライソゾーム病の酵素診断、遺伝子診断を行っている。

標準療法である塩酸ゲムシタビンと樹状細胞にWT1ペプチドをパルスした免疫療法を併用した第１相臨床試験を実施。胆
道癌1例と膵臓癌10例に対して実施しました。半数以上が治療にて免疫応答が誘導され、治療効果を認めました。生存期
間中央値は717日でした。また、約４年生存されている1名に治療を継続しました。現在、先進医療B申請準備中です。

多発性硬化症、視神経脊髄炎、重症筋無力症などの神経免疫疾患に対し、従来のステロイド治療の他、重症例では血液浄
化療法や大量γグロブリン療法が選択可能である。

発症時刻不明の超急性期脳梗塞例に対して、最適な頭部MRI撮影条件を迅速に選択し、得られた結果を評価する。発症
時刻不明例から、発症4.5時間以内であることが予測できる症例を選別し、安全な経静脈的線溶療法を提供する。

ABO血液型不適合腎移植では、坑血液型抗体が関与した拒絶反応を予防するため、従来、従前後に脾臓摘出術（脾摘）が行われてき
た。脾摘に伴う侵襲および長期安全性に関する懸念があり、脾摘を行わない新たな治療法としてRituximab術前投与が行われるようにな
り、当院でも実施している。

高度の医療の提供の実績

超急性期脳梗塞に対する経静脈的線溶療法の有効性と安全性を確保するために開発した。治療機器開発は順調に進ん
でおり、早ければ、平成２９年度には臨床治験が開始可能と判断する。

急性期脳梗塞、TIAに対して頸部血管エコー、経頭蓋超音波検査、経食道心臓超音波検査を駆使し病態を把握、適切な
病型診断に基づく治療戦略を立てる。

救急部、放射線診断部、脳血管内治療部、集中治療部、神経内科、リハビリテーション科が協力し、超急性期脳梗塞例に
対し経静脈的線溶療法を実施、早期社会復帰を目指す。

若年性脳梗塞患者の原因検索として血中α-galactosidase酵素活性を測定し未治療のFabry病の診断を行う。

（様式第2）



医療技術名 膵臓癌治療におけるメシル酸ナファモスタット動注療法と塩酸ゲムシタビン、及びTS-1併用療法 取扱患者数 15人

当該医療技術の概要

医療技術名 切除不能胆道癌における塩酸ゲムシタビン、シスプラチン、及びTS-1併用療法 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 生体肝移植 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 肝臓外科手術における画像ナビゲーション 取扱患者数 23人

当該医療技術の概要

医療技術名 進行胃癌に対するパクリタキセル＋ナファモスタットメシル酸塩腹腔内投与の有用性の検討 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

胃癌再発形式で最も多い腹膜再発に対する抗がん剤腹腔内投与に関する新しい治療法

医療技術名 腹腔鏡下センチネルリンパ節生検を用いた早期胃癌に対する縮小手術 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名 胃切除障害の実態調査と評価法の確立 取扱患者数 35人

当該医療技術の概要

呼気試験を用いた胃吸収・排せつ機能の評価法

医療技術名 逆流性食道炎、NERD患者に対するHigh-resolutionmanometryによる病態把握 取扱患者数 25人

当該医療技術の概要

High-resolutionmanometry、PHモニターを用いた病態の解析と術式の検討

医療技術名 食道癌手術における再建臓器の血流（ICG法との整合性）評価 取扱患者数 25人

当該医療技術の概要

サーモカメラを用いた再建臓器の血流評価

医療技術名 各種消化管癌に対する鏡視下手術 取扱患者数 200人

当該医療技術の概要

医療技術名 胸腹部大動脈瘤に対する枝付きステントグラフト内挿術 取扱患者数 112人

当該医療技術の概要

医療技術名 弓部大動脈瘤に対する枝付きステントグラフト内挿術 取扱患者数 １０人

当該医療技術の概要

従来では胸骨正中切開し脳循環を維持しながら循環停止による人工血管置換術が一般的で、適応が限られていた弓部大
動脈瘤に対し、頸部分枝にカバードステントやステントによる枝をつけステントグラフト内挿術による瘤の空置を行う方法。

従来では開胸・開腹により人工血管置換術による治療しか手立てがなかった胸腹部大動脈瘤に対し、腹部内臓分枝にカ
バードステントやステントによる枝をつけステントグラフト内挿術による瘤の空置を行う手術法。

食道・胃・大腸悪性腫瘍に対する鏡視下手術を、根治性を損なうことなく安全取り入れるための工夫と対策

メシル酸ナファモスタットによる薬剤誘導性のNF-kBを抑制することで膵臓癌に対する標準治療薬である塩酸ゲムシタビンの
感受性を改善し、またTS-1を併用することでさらなる治療効果を期待する方法である。生存期間の延長と
clinicalbenefitresponseの改善がendpointである。これまでの施行総数は51例である。

切除不能胆道癌における標準治療である塩酸ゲムシタビン＋シスプラチンの併用療法にTS-1を併用することでさらなる治
療効果を期待する方法である。生存期間の延長とclinicalbenefitresponseの改善がendpointである。第２相臨床試験が終了
し第３相試験実施中。これまでの施行総数は5例である。

肝移植以外に治療法のない進行性不可逆性肝疾患患者に対して、根治を目的としてその健康な三親等内の血縁者あるい
は配偶者から肝臓の一部の提供を受けて、生体肝移植を行う。血液型不適合症例にも対応している。これまでの施行総数
は18例である。

最新の画像処理技術を用いてCT画像データから肝臓の3次元画像及びその容積を算出し、より客観的に様々な手術方法
について最善の治療法の検討が可能となる。この術前ナビゲーションによって肝切除手術におけるより安全かつ最適な治
療方針を導くことができる。これまでの施行総数は88例である。

胃癌センチネルリンパ節転移の有無を赤外線内視鏡を用いて術中検索し、転移陰性であれば縮小手術を行い胃を温存す
る。



医療技術名 弓部大動脈瘤に対しるRIBS（Retrogradeinsitustentgrafting)変法によるステントグラフト内挿術 取扱患者数 24人

当該医療技術の概要

医療技術名 弓部大動脈瘤に対するChimney法によるステントグラフト内挿術 取扱患者数 70人

当該医療技術の概要

医療技術名 傍腎動脈型腹部大動脈瘤に対するSnorkel法によるステントグラフト内挿術 取扱患者数 43人

当該医療技術の概要

医療技術名 浅大腿動脈領域における治験デバイスによる血管内治療 取扱患者数 64人

当該医療技術の概要

医療技術名 頸動脈狭窄症に対する慈大式頸動脈内膜剥離術（慈大式CEA） 取扱患者数 １40人

当該医療技術の概要

医療技術名
合併症を有するStanfordB型大動脈解離患者の血管内修復術による
TXD-2臨床試験 取扱患者数 6人

当該医療技術の概要

医療技術名 乳児膀胱尿管逆流症に対する膀胱鏡したDeflux注入療法 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 完全胸腔鏡下肺癌切除術 取扱患者数 121人

当該医療技術の概要

医療技術名 完全胸腔鏡下胸腺切除 取扱患者数 22人

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性気胸根治術 取扱患者数 13人

当該医療技術の概要

医療技術名 人工膝関節置換術におけるカスタムカッティングディバイスの研究開発 取扱患者数 0人

当該医療技術の概要：人工膝関節置換術において、患者個々の膝関節および骨の状態をCTならびにMRI撮像し、専用の

ソフトを用いて3次元的な術前計画を立て、理想的な骨と人工膝関節の設置位置に製造されたディバイスが、手術計画に

合致した位置に装着できるか、正確性、有効性、適合性を検証し、さらに開発を行う。

医療技術名 人工膝関節置換術におけるペイシェント・マッチド・カッティングガイドの臨床評価 取扱患者数 11人

当該医療技術の概要：人工膝関節置換術において、患者個々の膝関節および骨状態のデータに基づいて製造された

ペイシェント・マッチド・カッティングガイドが、手術計画に合致した位置に装着できるか、その適合性について評価する。

術後は単純X線像を用いて検証する。

従来では胸骨正中切開し脳循環を維持しながら循環停止による人工血管置換術が一般的で、適応が限られていた弓部大
動脈瘤に対し、RIBSの手技を応用し、循環停止することなく、ステントグラフト内挿術による瘤の空置を行う方法。

灌流障害を有する急性StanfordB型の大動脈解離患者に対する前向き無作為化試験であり、これは今後当科が参加する大
動脈スーパーネットワーク構想に対するランドマーク的な臨床試験である。

膀胱尿管逆流症に対する治療の第一選択は、Deflux注入療法である。注入には、技術を要し、特に乳児への注入療法で
良好な治療成績を上げている。

従来の縦隔腫瘍であれば胸骨正中切開で行われていたが、側胸部に数か所の創のみから行う手術手技。術創が小さく、創
が目立たず、社会復帰が早い

高度の慢性肺気腫や肺機能低下のため開胸手術が行えなかった自然気胸、続発性気胸に対して胸腔鏡を用いて行う手術
や気管支充填剤を用いて、気管支鏡下で行う手技。術後早期に退院することができ、退院後も良好な経過を取ることができ
る

従来では胸骨正中切開し脳循環を維持しながら循環停止による人工血管置換術が一般的で、適応が限られていた弓部大
動脈瘤に対し、Chimney法の手技を応用し、循環停止することなく、ステントグラフト内挿術による瘤の空置を行う方法。

従来では開腹による人工血管置換術による治療しかなかった傍腎動脈型腹部大動脈瘤に対し、腎動脈や他の腹部内臓分
枝にカバードステントやステントによる枝をたてるSnorkel法を応用し、ステントグラフト内挿術による瘤の空置を行う方法。

浅大腿動脈領域におけるステントは本邦では限られたものしか使用できない。しかしながら治験を行うことで新しいデバイス
を使用することが可能で、新しい薬事承認がとれるよう多施設共同治験を行っている。

従来、頸動脈狭窄症に対する内膜剥離術は10-15cm程度の皮膚切開をおき内膜を取る方法が主流であったが、手技を工
夫することで約3cmの切開で治療可能となった。また術中に造影を行うことで追加でステントを挿入するなどハイブリッド治療
も可能である。

肺癌の根治手術が従来大きな開胸下に行われていたのに対し、小さな切開創から入れたカメラによる画像と、同じく小さな
創から入れた機械により同等の手術が行える。また術後の疼痛が著しく軽減し、術後の合併症が少なく、社会復帰が早く、
術後成績も優良である。



医療技術名 人工膝関節置換術におけるカスタム・ペイシェント・インストゥルメントの臨床評価 取扱患者数 11人

当該医療技術の概要：人工膝関節置換術において、患者個々に構築された3次元骨モデルに合致する手術器械を

オーダーメードで製造し、患者の関節に装着して骨切りを行うことにより、その適合性および関節面との安定性について

評価する。術後は単純X線像を用いて検証する。

医療技術名 同種骨移植を用いた脊椎固定術 取扱患者数 0人

当該医療技術の概要：一般に脊椎固定術における骨移植には自家骨（局所骨や腸骨）が使用されるが、再手術例や

高度変形により骨盤までの固定が必要な症例では、自家骨を使用出来ない。そのような症例では、同種骨を用いた

脊椎固定術を行っている。

医療技術名 術中CT、および術中CT画像を用いた脊椎ナビゲーション手術 取扱患者数 10人

当該医療技術の概要：側弯症などの脊柱変形手術では術中（全身麻酔下、手術体位）に手術室内に装備された

多軸型CT装置を用いて３次元のCT画像を撮像し、それをもとにナビゲーション手術を行っている。

医療技術名 同種骨移植を併用した人工股関節再置換術 取扱患者数 15人

当該医療技術の概要：人工股関節再置換術では、既存のインプラント抜去後にしばしば高度の骨欠損を合併し再建が

困難となる。そこで、このような骨欠損を伴う骨盤あるいは大腿骨を、同種骨移植を用いて補強または再建しながら新たな

人工関節コンポーネントを設置して人工股関節再置換術を行う技術である。

医療技術名 高位脱臼型股関節症に対する大腿骨短縮骨切り術を併用した人工股関節置換術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要：高位脱臼型股関節症に対して通常の方法で人工股関節置換術を行うと、下肢長が延長しすぎて

神経麻痺などの合併症を生じてしまう。そこで、大腿骨転子下部を2～5cmにわたって切除する短縮骨切り術を併用しながら

人工股関節置換術を実施する技術である。

医療技術名
小児や成人の重度股関節障害に対する骨盤骨切り術（または臼蓋形成術）と大腿骨切り術の
同時併用法

取扱患者数 0人

当該医療技術の概要：小児では先天性股関節脱臼後に生じた高度変形や重症ペルテス病など、成人では変形が

高度な二次性変形性股関節症が対象となる。通常は骨盤側あるいは大腿骨側どちらか一方の手術が行われるが、

重症変形症例では両方の手術の同時併用法が必要となる。

医療技術名 感染人工関節に対する関節運動機能を付与した抗菌薬含有セメントスペーサー法 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要：股、膝などの人工関節置換術後に深部感染を生じた症例には、一期的に病巣掻爬と

インプラント（一部または全部）の抜去、二期的に関節再建を行う治療法が行われるが、両手術間の待機期間中に

関節運動機能を付与した特殊な抗菌薬含有セメントスペーサーを応用する治療技術である。

医療技術名 足・肘のスポーツ傷害に対する関節鏡視下手術 取扱患者数 10人

当該医療技術の概要

長母趾屈筋腱の腱鞘炎、三角骨障害、遊離体切除、滑膜切除などの足関節、距骨下関節鏡手術、さらに骨棘切除、滑膜

切除などの肘関節鏡手術を応用し、早期のスポーツ復帰を可能にしている。

医療技術名 Onyx液体塞栓物質LDを用いた脳動静脈奇形塞栓術 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

国内でも施設限定で使用可能な液体塞栓物質を用いて、脳動静脈奇形のより安全な治療を施行している。

医療技術名 頭蓋内ステントを用いた脳動脈瘤塞栓術 取扱患者数 50人

当該医療技術の概要

国内使用が認可されて間もない頭蓋内血管に使用可能なステントを用いて、広頚な脳動脈瘤の塞栓術を施行している。

医療技術名 虚血性脳卒中の血管内治療：機械的血栓除去術 取扱患者数 22人

当該医療技術の概要

急性期脳梗塞の治療としてｔPA適応外や内頚、中大脳動脈主幹部の閉塞症例に対し、機械的血栓除去術を行っている。

カテーテルを利用して閉塞部に到達し、吸引もしくは機械的摘出を行うことにより再開通を試みる治療法である。

医療技術名 グリオーマ幹細胞と樹状細胞の融合細胞を用いた免疫療法 取扱患者数 31人

当該医療技術の概要

神経膠腫は外科切除と放射線、化学療法を加えてもなお悪性で予後不良の疾患である。

当科ではグリオーマ幹細胞と樹状細胞の融合細胞を用いた活性型グリオーマワクチンの開発を行い、臨床応用している。



医療技術名 術中DynaＣＴによる再構成ナビゲーション下脳腫瘍摘出術 取扱患者数 35人

当該医療技術の概要

手術室でDynaCTを術中に撮影し、再構成した画像を利用してナビゲーション下で腫瘍を摘出する。

開頭術の術中に脳が偏位した際でも、リアルタイムな画像を元に低侵襲で確実に全摘出することができる。

医療技術名 頭蓋顔面骨前方移動術 取扱患者数 6人

当該医療技術の概要

頭蓋顔面変形に対し、骨切りした骨縁に骨延長器を装着延長し骨化を促す治療形成外科と共同で行なっている

医療技術名 シャント治療後の様々な病態の水頭症に対する神経内視鏡下第３脳室底開窓術 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

複雑な髄液循環動態の水頭症に対し、シャント抜去を目的として行う治療

医療技術名 赤外線サーモグラフィーによるフラップの評価 取扱患者数 0人

当該医療技術の概要

赤外線サーモグラフィーを用いて、前外側大腿皮弁の穿通枝の位置を確認し、皮弁作成部位の調整を行う。

医療技術名 リンパ管腫にたいするブレオマイシン局所注射療法 取扱患者数 0人

当該医療技術の概要

手術により摘出が困難なリンパ管腫に対する治療法としてブレオマイシン局所注射を用いた新しい治療法。

医療技術名 血管奇形に対する硬化療法の施行 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

手術により摘出困難な血管奇形に対して、無水エタノールやポリドカスクレロールを用いた硬化療法を行う。

医療技術名 遊離皮弁移植後の皮弁血流障害に対する客観的評価法の確立 取扱患者数 10人

当該医療技術の概要

遊離皮弁移植後の新しい血流評価法として、血糖値と乳酸値の経時的な変化に着目した。

医療技術名 アートメイクを応用した刺青による乳頭乳輪再建のMRIにおける安全性の研究 取扱患者数 7人

当該医療技術の概要

一般的に熱傷のリスクがあるため禁忌とされているアートメイクや刺青に対するMRIだが、実際の熱傷報告は少ない。

そこで、前向き研究により刺青による乳頭乳輪再建のMRIにおける安全性を評価する。

医療技術名 自己心膜製ステントレス僧帽弁置換術 取扱患者数 0人

当該医療技術の概要

人工弁置換症例で狭小弁輪（従来の人工弁が入らない）、人工弁挿入を希望しない患者に日本発の新しいコンセプトの

Ｎormo弁（自己心膜より作成）を挿入する

医療技術名 前立腺癌放射線治療後、局所再発に対する救済治療としての前立腺凍結療法 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名

GOG0213婦人科腫瘍学グループプラチナ感受性の再発卵巣癌、原発性
腹膜癌および卵管癌に対する二次的腫瘍減量手術の有効性、およびカル
ボプラチンとパクリタキセルの併用療法にベバシズマブを併用維持療法とし
て使用した場合の有効性を検討するランダム化第Ⅲ相比較臨床試験

取扱患者数 2人

現在、小線源治療および外部照射治療後の局所再発に対してはホルモン治療が第一選択になっている症例が多い。但
し、高齢者や合併症を有する患者に対するホルモン治療は副作用の観点から行いにくい。そこで、副作用および合併症の
少ない凍結療法を行う事で、前立腺癌の局所コントロールを行う事を目的としている。これまで4例に対して放射線治療もしく
は小線源治療後の局所再発性前立腺癌に対して凍結療法を行ったが、術後のPSAも順調に低下しており、大きな合併症も
ない。今後、計5例を行った後に先進医療として厚生労働省に申請する予定である。

当該医療技術の概要
プラチナ感受性の再発卵巣癌、原発性腹膜癌または卵管癌の患者に対して、Secondlineにベバシズマブを併用、さらにベ
バシズマブの維持療法を行うことにより、パクリタキセルとカルボプラチン単独のsecondline化学療法と比較して、全生存期間
が延長するか否かを判断する。



医療技術名

北関東婦人科がん臨床試験コンソーシアムGOTIC-001
婦人科悪性腫瘍化学療法研究機構JGOG3019
上皮性卵巣癌・卵管癌・腹膜原発癌に対するPaclitaxel毎週点滴静注＋
Carboplatin3週毎点滴静注投与対Paclitaxel毎週点滴静注＋Carboplatin3
週毎腹腔内投与のランダム化第II/III相試験

取扱患者数 5人

医療技術名 角膜、結膜の扁平上皮内癌に対する5-フルオロウラシルの点眼治療 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

角結膜の扁平上皮癌に対する低侵襲の抗癌剤点眼治療が近年海外で注目されている。5-FUによるパルス点眼療法を

我が国では当院で初めて使用を開始した。副作用もなく良好な結果を得ている。

医療技術名 非動脈炎性前部虚血性視神経症に対するウノプロストン点眼治療 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 中心性漿液性脈絡網膜症に対する低照射エネルギー光線力学的治療 取扱患者数 50人

当該医療技術の概要

これまで治療法が確立されていなかった中心性漿液性脈絡網膜症に対し、非常に高い治療効果が得られている。

医療技術名 眼内リンパ腫に対するメトトレキサート眼内注入治療 取扱患者数 0人

当該医療技術の概要

この治療を行なうことによって、放置すれば失明あるいは全身に転移して生命にかかわる可能性がある状態が改善あるいは

全身への転移を抑える方向へ向かうことが期待できる。

医療技術名 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 取扱患者数 50人

当該医療技術の概要

医療技術名 前眼部三次元画像解析装置 取扱患者数 100人

当該医療技術の概要

角膜形状解析、前房深度や虹彩や隅角解析、水晶体の形状、眼内レンズの位置の解析などを非侵襲的に精密に評価

することが可能である。

医療技術名 早期咽頭癌に対する経口的内視鏡下咽頭切除術 取扱患者数 15人

当該医療技術の概要

咽頭の表在性の早期癌に対する低侵襲治療であり、内視鏡補助下に咽頭上皮下層を剥離する方法である。彎曲型喉頭鏡

を挿入し下咽頭の視野を確保した状態で,経口的に挿入した鉗子と電気メスで上皮下層を剥離し,病変を一塊に切除する。

医療技術名 鼻副鼻腔癌に対する経鼻内視鏡的腫瘍摘出術 取扱患者数 15人

当該医療技術の概要

鼻副鼻腔癌は従来外切開のアプローチによる摘出術が行われていたが、低侵襲手術の開発を目的として経鼻内視鏡的

アプローチによる腫瘍摘出を行っている。最新の手術支援機器を使用しながら経鼻的に腫瘍の完全摘出を行う。

医療技術名 好酸球性副鼻腔炎の嗅覚障害に対する嗅覚改善手術 取扱患者数 40人

当該医療技術の概要

好酸球性副鼻腔炎の主要症状である嗅覚障害に対する新しい手術である。嗅神経が分布する篩板粘膜にジェルフォーム

を挿入し、ステロイドを添加することにより術後嗅覚障害改善を目指す。

医療技術名 上肢麻痺に対する経頭蓋磁気刺激療法と集中的リハビリテーション 取扱患者数 32人

当該医療技術の概要

脳卒中・脳梗塞後遺症片麻痺患者に対し、経頭蓋磁気刺激の施行と集中的リハビリテーションを併用した世界初の

手法

当該医療技術の概要
上皮性卵巣癌・卵管癌・腹膜原発癌患者に対するfirst.line化学療法としてのPaclitaxel毎週点滴静注(IV)投与および
Carboplatin3週毎IV投与の併用療法(dd.TCiv療法)とPaclitaxel毎週IV投与およびCarboplatin3週毎腹腔内(IP)投与の併用
療法(dd.TCip療法)の有効性および安全性を比較し、CarboplatinIP投与の意義を検討することである。

非動脈炎性前部虚血性視神経症は現在有効な標準的治療法がない。本症に対して強力な血管収縮物質
であるエンドセリン-1の抑制効果を持つウノプロストンの点眼治療を開始した。当院が中央機関となり、他施
設共同ランダム化並行群間比較試験として立ち上げ、現在、副作用もなく進行中である。

単焦点眼内レンズの焦点は遠方又は近方のひとつであるのに対し、多焦点眼内レンズはその多焦点機構により遠方及び近
方の視力回復が可能となり、これに伴い眼鏡依存度が軽減される。



医療技術名 失語症に対するf-MRIを用いた経頭蓋磁気刺激療法と集中的リハビリテーション 取扱患者数 30人

当該医療技術の概要

医療技術名 SPECT統計画像解析に基づいた高次脳機能障害のリハビリテーション 取扱患者数 30人

当該医療技術の概要

上記、手法にて外来にてリハビリを施行している

医療技術名 視神経鞘髄膜腫に対するVMATを用いた根治的放射線治療 取扱患者数 ６人

医療技術名 VMATを用いた前立腺術後照射 取扱患者数 ３０人

医療技術名 エコーガイド下末梢神経ブロック 取扱患者数 300人

当該医療技術の概要

エコーで末梢神経を描出しながら、神経ブロックを行い、術中や術後の疼痛管理を行う。

医療技術名 高侵襲手術における目標指向型輸液管理療法 取扱患者数 40人

当該医療技術の概要

高侵襲手術のアウトカム向上を目的に、血行動態モニタリングシステムを用い、組織への酸素需給バランスが最適になる

ような輸液療法を行う。

医療技術名 麻酔中のエコー診断 取扱患者数 200人

当該医療技術の概要

周術期、特に麻酔中、麻酔直前、直後において、気道・肺などに超音波診断装置を適応し、術中発症の合併症に対する

鑑別診断などを行う。

医療技術名 小児に対する区域麻酔 取扱患者数 30人

当該医療技術の概要

新生児、乳児における手術においても、積極的に硬膜外麻酔を手術中に実施し、術後疼痛管理を行う。

医療技術名 院内心肺蘇生後患者の低体温療法 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

蘇生後脳症に対し、積極的な全身低体温を施行し脳保護を図る。

医療技術名 頚部エコーおよび気管支鏡補助下での安全な経皮的気管切開術（PDT） 取扱患者数 14人

当該医療技術の概要

気管鏡およびエコーを併用し、安全かつ迅速に経皮的気管切開を施行する。

医療技術名 共焦点内視鏡を使った消化管病変の生体内病理学的観察 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 共焦点内視鏡による消化管神経叢診断システムの確立 取扱患者数 ５人

当該医療技術の概要

医療技術名 粘膜下腫瘍に対する共焦点内視鏡下組織採取 取扱患者数 ４人

当該医療技術の概要

視神経鞘髄膜腫は比較的まれな疾患で、診断が難しく診断確定時に視力や視野の低下が起きていることが多い。進行する
と両側の視野、視力の低下が起こる疾患である。手術治療は困難であり、日本における放射線治療による報告もほとんど見
られない。当院ではこれまで１０例に対して強度変調回転照射を用いて、比較的良好な結果を認めている。

共焦点内視鏡は通常内視鏡検査の約1000倍での拡大観察が可能である。当科では2013年に早期胃癌を中心に消化管病
変の観察の際に使用し，腫瘍，非腫瘍の評価が可能であるかを検討し，結果を国内外の学会にて報告している。

共焦点内視鏡システムを応用して、他疾患で外科的に切除された検体（大腸）を対象に消化管の神経叢を評価する研究を
２０14年9月より行っており，その結果を国内外の学会にて報告している。

本検討では、共焦点内視鏡を、腫瘍表層粘膜に加えた小切開から上皮下に挿入し、腫瘍細胞の露出を確認した後,通常生検鉗子を用
いたボーリング生検を行うことで、低侵襲、かつ、確実な粘膜下腫瘍の組織診断法を確立できるか検討している。

前立腺癌の術後再発に対する放射線治療および補助術後照射は現在３次元原体照射によって行われるのが標準的な治
療であるが、当院では他院に先駆けてVMATを用いて標準的な線量より高線量を安全に投与する方法によって治療して良
好な結果が得られている。

失語症患者に対し、脳画像を撮影し活動箇所を把握し経頭蓋磁気刺激と集中的リハビリテーションを併用した世界初の手法



医療技術名 超音波内視鏡下穿刺吸引細胞診(EUS-FNA)検体を用いた膵病変に対する新しい診断マーカーの開発 取扱患者数 １０人

当該医療技術の概要

医療技術名 ERCP下ブラシ細胞診における液状化細胞診（Liquidbesedcytology）の有用性に対する検証 取扱患者数 25人

当該医療技術の概要

医療技術名 第二世代自家蛍光内視鏡による大腸微小病変の質的診断における有用性 取扱患者数 ５人

当該医療技術の概要

医療技術名 新世代内視鏡システムを用いた大腸病変検出能に関するランダム化比較試験の検討 取扱患者数 ３人

当該医療技術の概要

医療技術名 大腸腫瘍患者へのアスピリンによる発がん予防大規模臨床試験 取扱患者数 ２人

当該医療技術の概要

医療技術名 アカラシアに対するPer-OralEndoscopicMyotomy 取扱患者数 ４人

当該医療技術の概要

アスピリン製剤を内服することで、新たな大腸ポリープな発生が抑制される可能性を確認する。

従来型内視鏡と併せ、新世代広視野角内視鏡でも検査を行い、両者での病変検出率の比較・検討を行う。

悪性胆管狭窄に対し、ERCP下ブラシ細胞診を用いた、LBC(SurePath法)法の有用性を検証中である。従来法（無水エタ
ノール固定）と本法を後ろ向き連続症例で比較検討している。

自家蛍光内視鏡は消化管壁に存在する自家蛍光の分布が腫瘍性病変と正常組織とで異なることを利用し、病変の検出・診
断を明瞭な色調差から行う内視鏡システムであり、色素数値解析を行うことで大腸ポリープの客観的な質的診断を目指す。

（注）1当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

食道アカラシア症例の下部食道括約筋の病的肥厚部を内視鏡的に粘膜下層内部から切開することで手術と同等以上の診
療成績が得られる

膵癌特異的発現マーカーであるS100P蛋白を定量的に計測可能な、超高感度ELISA装置を開発した。膵腫瘤に対し、微量
なFNA検体を用い、良悪性の鑑別に対する有用性を検討している。

（注）2医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を
提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該医
療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 4 56 ベーチェット病 72
2 筋萎縮性側索硬化症 11 57 特発性拡張型心筋症 52
3 脊髄性筋萎縮症 4 58 肥大型心筋症 110
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 11 60 再生不良性貧血 51
6 パーキンソン病 37 61 自己免疫性溶血性貧血 8
7 大脳皮質基底核変性症 2 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2
8 ハンチントン病 0 63 特発性血小板減少性紫斑病 133
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 3
10 シャルコー・マリー・トゥース病 5 65 原発性免疫不全症候群 2
11 重症筋無力症 100 66 IgＡ 腎症 133
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 67
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 50 68 黄色靱帯骨化症 13

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
10 69 後縦靱帯骨化症 56

15 封入体筋炎 0 70 広範脊柱管狭窄症 7
16 クロウ・深瀬症候群 0 71 特発性大腿骨頭壊死症 19
17 多系統萎縮症 8 72 下垂体性ADH分泌異常症 0
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 26 73 下垂体性TSH分泌亢進症 0
19 ライソゾーム病 0 74 下垂体性PRL分泌亢進症 0
20 副腎白質ジストロフィー 0 75 クッシング病 19
21 ミトコンドリア病 3 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 42 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 0
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 0
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
25 進行性多巣性白質脳症 1 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 0
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 0 83 アジソン病 6
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 87
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 25
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 3
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 3
34 神経線維腫症 128 89 リンパ脈管筋腫症 3
35 天疱瘡 2 90 網膜色素変性症 158
36 表皮水疱症 1 91 バッド・キアリ症候群 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 0 92 特発性門脈圧亢進症 5
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 3 93 原発性胆汁性肝硬変 213
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 4
40 高安動脈炎 0 95 自己免疫性肝炎 105
41 巨細胞性動脈炎 2 96 クローン病 54
42 結節性多発動脈炎 12 97 潰瘍性大腸炎 250
43 顕微鏡的多発血管炎 8 98 好酸球性消化管疾患 0
44 多発血管炎性肉芽腫症 1 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 0 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 7 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 11 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 0 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 251 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 82 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 8 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
52 混合性結合組織病 25 107 全身型若年性特発性関節炎 0
53 シェーグレン症候群 582 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 13 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 4 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 4 161 家族性良性慢性天疱瘡 1
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 1 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 4
113 筋ジストロフィー 0 163 特発性後天性全身性無汗症 0
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 1
117 脊髄空洞症 84 167 マルファン症候群 13
118 脊髄髄膜瘤 2 168 エーラス・ダンロス症候群 1
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 0
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 0 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 2
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 6
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 1
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 4
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 1
144 レノックス・ガストー症候群 1 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 3 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 7 208 修正大血管転位症 10
159 色素性乾皮症 1 209 完全大血管転位症 24
160 先天性魚鱗癬 0 210 単心室症 14



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 2 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 11 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 95 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 32 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 1
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 11 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 177 270 慢性再発性多発性骨髄炎 1
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2 271 強直性脊椎炎 12
224 紫斑病性腎炎 4 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 15 274 骨形成不全症 4
227 オスラー病 0 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 1 276 軟骨無形成症 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 2
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 3

235 副甲状腺機能低下症 10 283 後天性赤芽球癆 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 1 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 1 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 2
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 4
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 4
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 0
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 0 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 4
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 3
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 4

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 7

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・歯科外来診療環境体制加算 　・データ提出加算２

　・特定機能病院入院基本料  （一般病棟   7対1） 　・退院支援加算２

　・特定機能病院入院基本料  （精神病棟  13対1） 　・認知症ケア加算１

　・臨床研修病院入院診療加算（医科、歯科） 　・精神疾患診療体制加算

　・ 救急医療管理加算 　・特定集中治療室管理料１・３

　・超急性期脳卒中加算 　・脳卒中ケアユニット入院医療管理料

　・妊産婦緊急搬送入院診療加算 　・新生児特定集中治療室管理料１

　・ 診療録管理体制加算1 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・ 医師事務作業補助体制加算１（75対1） 　・小児入院医療管理料２

　・急性期看護補助体制加算 (一般病棟　50対1) 　・

　・看護補助加算２　(精神病棟　50対1) 　・

　・夜間看護体制加算(12対1） 　・

　・がん拠点病院加算 　・

　・ 重症者等療養環境特別加算 　・

　・療養環境加算 　・

　・無菌治療室管理加算１・２ 　・

　・緩和ケア診療加算 　・

　・精神科身体合併症管理加算 　・

　・精神科リエゾンチーム加算 　・

　・栄養サポートチーム加算 　・

　・医療安全対策加算１ 　・

　・感染防止対策加算1 　・

　・患者サポート体制充実加算 　・

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算 　・

　・ハイリスク妊娠管理加算 　・

　・ハイリスク分娩管理加算 　・

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



№1

6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・植込型除細動器移行期加算 　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

　・高度難聴指導管理料 　・胎児心エコー法

　・糖尿病合併症管理料 　・ヘッドアップティルト試験

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・皮下連続式グルコース測定

　・がん患者指導管理料１・２・３ 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・外来緩和ケア管理料 　・神経学的検査

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・補聴器適合検査

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・ロービジョン検査判断料

　・院内トリアージ実施料 　・小児食物アレルギー負荷検査

　・夜間休日救急搬送医学管理料 　・内服・点滴誘発試験

　・外来リハビリテーション診療料 　・画像診断管理加算１

　・外来放射線照射診療料 　・遠隔画像診断

　・がん治療連携計画策定料 　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・がん治療連携管理料 　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・排尿自立指導料 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・薬剤管理指導料 　・外来化学療法加算１

　・医療機器安全管理料１・２ 　・無菌製剤処理料

　・歯科治療総合医療管理料（Ⅰ）（Ⅱ） 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・在宅血液透析指導管理料 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・持続血糖測定器加算 　・廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）

　・造血器腫瘍遺伝子検査 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・HPV核酸検出及びHPV核酸検出(簡易ｼﾞｪﾉﾀｲﾌﾟ判定) 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・検体検査管理加算（Ⅰ） 　・障害児（者）リハビリテーション料

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・がん患者リハビリテーション料

　・植込型心電図加算 　・リンパ浮腫複合的治療料

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



№2

6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・集団コミュニケーション療法料 　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・歯科口腔リハビリテーション料２ 　・ペースメーカー移植術、ペースメーカー交換術

　・児童思春期精神科専門管理加算
　・植込型心電図記録計移植術・植込型心電図記録計摘出
術

　・医療保護入院等診療料
　・両心室ペースメーカー移植術､両心室ペースメーカー交換
術

　・エタノールの局所注入（副甲状腺）
　・植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術及び
経静脈電極抜去術

　・透析液水質確保加算２
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両
室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

　・下肢末梢動脈疾患指導管理加算 　・大動脈バルーンパンビング法（ＩＡＢＰ法）

　・一酸化窒素吸入療法 　・補助人工心臓

　・皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ節加
算を算定する場合に限る）

　・経皮的大動脈遮断術

　・組織拡張器による乳房再建手術(乳房(再建手術)の場合に
限る)

　・ダメージコントロール手術

　・骨移植術（軟骨移植術を含む）（同種骨移植（非生体）同
種骨移植（特殊なものに限る）

　・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む）（自家培養軟骨移植術に限
る）

　・胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る)

　・頭蓋骨形成手術(骨移動を伴うものに限る) 　・腹腔鏡下肝切除術

　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装置交換
術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・生体部分肝移植術

　・羊膜移植術 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ｖ型（拡大副鼻腔手術） 　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・上顎骨形成術・下顎骨形成術　（骨移動を伴う場合） 　・生体腎移植術

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１・２及びセンチネルリンパ
節生検（併用法・単独法）

　・膀胱水圧拡張術

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないも
の）及び乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併症切除を伴うもの）に限る）

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・経皮的冠動脈形成術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る）

　・経皮的冠動脈形成術(特殊カテーテルによるもの) 　・輸血管理料Ⅰ

　・経皮的冠動脈ステント留置術 　・輸血適正使用加算

　・経カテーテル大動脈弁置換術 　・貯血式自己血輸血管理体制加算

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



№3

6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・広範囲顎骨支持型装置埋込手術

　・麻酔管理料（Ⅰ）（Ⅱ）

　・放射線治療専任加算

　・外来放射線治療加算

　・高エネルギー放射線治療

　・一回線量増加加算

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・定位放射線治療

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・病理診断管理加算２

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

①．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

剖検症例数　　　　38例　　　／　　剖検率      　7.8％

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・実物大臓器立体モデルによる手術支援 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

CPC　6回、　カンファレンス　73回

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補
日本医師会医学研

究奨励賞

公益財団法人日本
腎臓財団腎不全病

態研究助成

文部科学省科研費
若手研究（B）

補

補

補

補

補

消化器・肝臓内科

消化器・肝臓内科

消化器・肝臓内科

消化器・肝臓内科

消化器・肝臓内科 800,000円

1,690,000円

5,330,000円

小井戸薫雄

消化器・肝臓内科

1,500,000円

近赤外光を利用したがんの蛍光分子診断と
光線免疫療法の確立

FL-HCC PDXモデルを用いた疾患特異的
融合遺伝子を標的とする新規治療法の開発

肝癌の起源と癌幹細胞の制御機構及び新
規治療法の解明

進行膵癌に対する免疫化学療法の選択基
準

分子イメージングによるがんのコンパニオン
診断とイメージングに基づいた光線治療法
の開発

消化管がんに対する特異的蛍光内視鏡の
開発とその臨床応用に向けた研究

薬剤耐性菌感染症を克服する光線免疫殺
菌療法の開発

公益財団法人
中山がん研究所消
化器疾患研究助成

金

文部科学省科学研
究費補助金研究活

動スタート支援

光永眞人

光永眞人

光永眞人

光永眞人

及川　恒一

及川　恒一

補

消化器・肝臓内科

500,000円

1,560,000円

文部科学省科研費、
基盤研究（Ｃ）

4,810,000円

独立行政法人日本
医療研究開発機構
研究費革新的がん
医療実用化研究事

文部科学省科学研
究費補助金（挑戦的

萌芽研究）

文部科学省科学研
究費補助金（若手研

究Ａ）

頸部貼付型プローブを用いた新しい微小栓
子診断法の研究

子宮頚癌ワクチン接種後の神経障害に関す
る治療法の確立と情報提供についての研究

急性大動脈解離に合併する脳梗塞の診療
指針検討

症時刻不明の脳梗塞患者に対する静注血
栓溶解療法の適応拡大を目指した臨床研
究

自殺誘導マウスを用いたエリスロポエチン産
生組織誘導法の開発

日本人におけるネフロン数の推計

痛みの苦痛緩和を目指した集学的脳医科
学研究拠点の形成

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研究者氏名 所  属  部  門 補助元又は委託元

井口保之 250,000円

糖尿病腎症進展におけるリン代謝の役割 

ボーマン嚢上皮細胞のpodocyte化への試み

胎生組織ニッチ法による生体幹細胞誘導型
臓器再生手技の開発

慢性腎臓病（CKD）における鉄代謝と酸化ス
トレスの関連性の検討

松本啓

丸山之雄

神経内科

神経内科

三村秀毅

平井利明

横尾隆

宮崎陽一

横山啓太郎

坪井伸夫

神経内科

井口保之

平井利明

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

神経内科

神経内科

腎臓・高血圧内科

2,210,000円

0円

1,170,000円

0円

500,000円

1,000,000円

300,000円

780,000円

850,000円

1,690,000円

循環器疾患・糖尿病
等生活習慣病対策
実用化研究事業

補

委

補

文部科学省科研費
基盤研究（C）

文部科学省科研費
基盤研究（C）

文部科学省科研費
基盤研究（C）

文部科学省科研費
基盤研究（C）

私立大学戦略的基
盤形成支援事業

文部科学研究費助
成事業

循環器病研究開発
費

厚生労働科学研究
費

補

補

補

補

補

補

補

補

網羅的RNAiスクリーニングを用いた食道癌
化学療法効果予測バイオマーカーの探索

荒川泰弘 腫瘍・血液内科 2,600,000円
文部科学省科学研
究費基盤研究(Ｃ)

補

（様式第3）



1,000,000円

2,600,000円

2,730,000円

1,170,000円

基盤研究（C）1,820,000円 補

補

補

補

公益財団法人日本
腎臓財団腎不全病

態研究助成

　炎症性閉塞性呼吸器疾患における難治化
　メカニズムに関する研究

　老化関連肺疾患におけるエクソゾーム中
　microRNAによる細胞間情報伝達

難治性疾患実用化研究事業「拡張相肥大
型心筋症を対象とした多施設登録観察研
究」

組織トロンビンに関する研究

ナトリウム利尿ペプチド低反応性とインスリン
抵抗性および虚血性心疾患との関連

異種胎生臓器ニッチを用いた腎再生法の検
討

腎移植腎後早期にみられる髄放線障害
(Medullary ray injury)の臨床病理学的意義
について

腎不全患者iPS細胞由来の間葉系幹細胞を
用いた内分泌機能を備えた腎再生法の検
討〔iPS細胞樹立時のReprogrammingにより
EPO算出能が改善しうるか〕

腎性骨異栄養症における網羅的ヒストン修
飾解析

Gcm1 conditional knockoutマウスを用いた
腎臓におけるGcm1の機能解析

透析患者におけるMgとTRPM6遺伝子多型
のCKD-MBDへの影響についての検討

CKD-MBDにおけるGcm2の機能解析

カベオリン-1/カベオラの発現が，慢性抗体
型拒絶反応に与える影響

ＲＯＣＫ２によるポドサイト機能調節機構と糖
尿病腎症への関与

小児におけるインスリン抵抗性と摂取する脂
肪酸の種類との関連の検討

GlucolipotoxicityにおけるPKCδ依存性β
細胞死

本邦におけるHFpEFの実態に関する多施設
共同調査研究(JASPER研究)

糖尿病患者における心血管疾患予防の最
適化に関する研究(MIDAS研究)

血圧変動、血糖変動の共通メカニズムの解
明

糖尿病性心筋症の発症における12-
Lipoxygenaseのシグナル伝達機構

西村理明

桑野和善

中山勝敏

井内裕之

鈴木博史

宇都宮一典

中田泰之

吉村道博

吉村道博

藤本啓

吉村道博

吉村道博

内山威人

亀島佐保子

中島章雄

山田琢

田尻進

小林賛光

松本啓

伊藤敬一

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

腎臓・高血圧内科

循環器内科

呼吸器内科

循環器内科

循環器内科

循環器内科

循環器内科

糖尿病・代謝・内分泌内科

呼吸器内科

糖尿病・代謝・内分泌内科

糖尿病・代謝・内分泌内科

糖尿病・代謝・内分泌内科

糖尿病・代謝・内分泌内科

1,200,000円

520,000円

500,000円

250,000円

300,000円

1,200,000円

500,000円

800,000円

2,000,000円

500,000円

1,430,000円

500,000円

500,000円

2,000,000円

500,000円

文部科学省科研費、
基盤研究Ｃ

公益財団法人　石橋
由紀子記念基金

公益財団法人　石橋
由紀子記念基金

公益財団法人　石橋
由紀子記念基金

公益財団法人日本
腎臓財団腎不全病

態研究助成

公益財団法人日本
腎臓財団腎不全病

態研究助成

公益財団法人日本
腎臓財団腎不全病

態研究助成

公益財団法人日本
腎臓財団腎不全病

態研究助成

文部科学省
科学研究費補助金

基盤研究（Ｃ）

文部科学省
科学研究費補助金

基盤研究（Ｃ）

日本医療研究開発
機構研究費 （北海道

大学）

循環器病研究開発
費（国立循環器病研

究センター）

循環器病研究開発
費（国立循環器病研

究センター）

特別研究員奨励費

若手研究(B)

基盤研究（C）

基盤研究（C）

文部科学省科研費、
若手研究B

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

委

委

委



委

新生児低酸素性虚血性脳症モデルマウスを
用いた脳障害に対する再生医療の検討

患者iPS細胞を用いたドラベ症候群の病態
解明・細胞移植治療を目指した研究

iPS細胞及び遺伝子改変システムを用いたム
コ多糖症等治療用デバイス作成

卒前から生涯学習に亘る総合診療能力開
発－地域における臨床研究の推進を目指し
て－

　COPDにおけるインフラマソーム活性化機
序
　とマイトファジーによる制御

　肺微小環境ＰＧＥ２産生を反映する尿中
　ＰＧＥ-ＭＵＭのＩＰＦにおける有用性の検
討

　LaminB1が制御する細胞老化と慢性閉塞
性
　疾患

抗精神病薬による脳内ドーパミンD2/3受容
体を介した顕現性回路の制御機構の解明

DNAメチル化を指標としたアルツハイマー病
の早期診断バイオマーカーの開発

アルコールのストレス緩衝効果に関する動物
実験

アルコールの衝動制御障害改善効果に関
する研究：衝動制御障害の動物モデルを用
いた検討

ニコチンの依存形成能に関する質的、量的
研究：ラットを用いた一次性強化効果と二次
性強化効果の比較研究

多様な嗜癖行動（薬物と薬物によらない依
存）の脳内機序と新規治療薬開発に関する
研究

小児先天性心疾患術後の急性腎傷害発症
危険因子の解明

Gorlin症候群に発症した髄芽腫における固
体内の遺伝的多様性の解析

ドラッグリポジショニングによる神経線維腫症
1型の進行阻止薬の開発 （課題整理番号：
15ek0109036h002）

人工多能性幹細胞を用いた先天性表皮水
疱症に対する遺伝子・細胞療法の確立

全身性強皮症におけるPD-1/PD-L1経路の
検討

アトピー性皮膚炎におけるB細胞異常の解
明と治療への応用

宮田久嗣
（代表）

小高文聰
（代表）

簗場広一

簗場広一

伊藤宗成

延山嘉眞

清水健一郎

大野岩男

小林博司

日暮憲道

田辺行敏

山岡正慶

品川俊一郎
（代表）

原弘道

宮田久嗣
（代表）

宮田久嗣
（代表）

宮田久嗣
（代表）

平野大志

荒屋潤 呼吸器内科

呼吸器内科

呼吸器内科

総合診療部

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

精神神経科

精神神経科

精神神経科

精神神経科

精神神経科

精神神経科

皮膚科

皮膚科

皮膚科

皮膚科

2,000,000円

1,000,000円

4,810,000円

780,000円

1,400,000円

1,100,000円

1,100,000円

2,000,000円

700,000円

750,000円

2,000,000円

780,000円

1,200,000円

2,340,000円

1,560,000円

3,250,000円

850,000円

37,800,000円

1,950,000円

文部科学省
科学研究費補助金

基盤研究（Ｃ）

サントリーグローバル
イノベーションセン

ター「アルコールと健
康」2015年度研究助

成

文部科学省科研費
基盤研究(C)

武田科学振興財団

文部科学研究費補
助金若手B

慈恵医大研究奨励
費

科研費　 基盤研究C

科学研究費助成事
業 (学術研究助成基
金助成金)（基盤研究

（C）

文部科学省

文部科学省
科学研究費補助金

基盤研究（Ｃ）

文部科学省
科学研究費補助金

基盤研究（Ｃ）

公益財団法人　喫煙
科学研究財団

文部科学研究費補
助金基盤C

科研費　若手研究B

科研費　若手研究B

科研費　若手研究B

サントリーグローバル
イノベーションセン

ター「アルコールと健
康」2015年度委託助

成

日本応用酵素協会

日本医療研究
開発機構(AMED)

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補



補

斎藤充

木田吉城

丸毛啓史

委

補

補

補

慈恵医大萌芽的共
同研究推進費

上原祈念生命科学
財団研究奨励費

文科省科研費、若手
研究(B)

高分子ヒアルロン酸と高濃度血小板血漿を
併用した腱付着部位の治療

神経芽腫の新たなバイオマーカーとしての
エクソソーム含有microRNAの有用性

吉田衛

吉澤穣治

矢永勝彦

古川賢英

春木孝一郎

矢永勝彦

消化器癌におけるライソゾームの機能解析と
新規治療の開発

斎藤充

橋本和弘
（分担）

斎藤充

外科 1,950,000円

小児外科

外科

外科

基盤研究（C)

神経線維腫症に伴うdystrophic typeの脊柱
変形の長期術後成績に関する研究

円筒形チタン細繊維を用いた靱帯・骨接合
部の再建-ミニブタを用いた検討-

バイオフィルム感染症制圧研究拠点の形成

ドラッグリポジショニングによる神経線維腫症
1型の進行阻止薬の開発 （課題整理番号：
15ek0109036h002）

難治性消化器癌に対する新規抗癌剤耐性
克服法の研究

膵臓癌に対するIMiDsの癌抑制機構の解明
および新規治療法の開発

肝虚血再灌流傷害におけるマイトファジー
機構の解明と新規予防法の開発

感温性ポリマーを用いた自家線維芽細胞移
植による脳動脈瘤新規治療法の開発

神経線維腫症(NF-1)に伴う関節病変の検討
—重症度に与える影響—

関節リウマチに対する新規生物学的製剤の
確立 - Wnt非古典経路を標的として-

新たな骨粗鬆症モデルの確立 –肥満に合併
する骨脆弱化の機序の解明-

関節鏡視下色彩色差計測による関節軟骨
評価法の開発

コラーゲンに着目した超音波骨質評価法の
開発

ムコ多糖症モデルにおける骨代謝の解析　-
自然歴と治療効果-

革新的がん医療実用化研究事業「介入試験
（上衣腫）、後方視的調査研究」

 In silico 創薬守手法による神経膠芽腫に対
する新規MGMT特異的阻害剤の創製

自己心膜製ステントレス僧帽弁置換術の安
全性と効果に関する研究

医工連携事業化推進事業「流体解析に基
づいた脳動脈瘤治療用セミカスタムメイドス
テントの開発」

太田有史

前田和洋

舟﨑裕記

大橋洋輝

荒井隆雄

柳澤隆昭

村山雄一

丸毛啓史

舟﨑裕記

皮膚科

整形外科

整形外科

整形外科

整形外科

整形外科

外科

整形外科

整形外科

整形外科

整形外科

整形外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

心臓外科

200,000円

10,373,820円

2,000,000円

 　900,000円

1,690,000円

　200,000円

　390,000円

 1,170,000円

 　650,000円

900,000円

900,000円

1,200,000円

3,000,000円

1,170,000円

500,000円

1,000,000円

2,000,000円

1,300,000円

　260,000円

780,000円

文部科学省　科学研
究費　　基盤研究

（Ｃ）

文部科学省　科学研
究費　　基盤研究

（Ｃ）

文部科学省　科学研
究費　　基盤研究

（Ｃ）

文科省科研費、基盤
研究（C）

厚生労働科学研究
費補助金　難治性疾

患克服研究事業

日本医療研究開発
機構

日本医療研究開発
機構研究費

文部科学省科研費、
挑戦的研萌芽研究

文部科学省科研費、
若手研究（B)

厚生労働科学研究
費補助金難治性疾
患克服研究事業

文部科学省　科学研
究費　　基盤研究

（Ｃ）

文部科学省　私立大
学戦略的研究基盤

形成支援事業

日本医療研究
開発機構(AMED)

文部科学省　科学研
究費　　基盤研究

（Ｃ）

文部科学省　科学研
究費　　基盤研究

（Ｃ）

文部科学省　科学研
究費　　基盤研究

（Ｃ）

公益財団法人日本心
臓血圧研究振興会

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補



補

補

委
橋本和弘
（分担）

去勢抵抗性前立腺癌におけるアンドロゲン
受容体isoformおよび癌関連遺伝子の検討

間質性膀胱炎におけるハンナ―病の解明と
バイオマーカーの探求

低用量BCG膀胱腔内注入維持療法の再発
予防効果ならびに安全性に関するランダム
化比較試験

重症心不全患者に対するテイラーメイド方式
心臓サポートネット開発

聴覚と触覚の拡張現実感を用いた次世代鼻
副鼻腔手術支援システムの開発

頭頸部癌における抗体依存性細胞傷害活
性と癌免疫監視機構に関する研究

好酸球性副鼻腔炎における新規バイオマー
カーの同定―エンドタイプの確立を目指して
―

中耳手術における移植用細胞シートの臨床
応用化にむけて

慢性副鼻腔炎における自然免疫リンパ球の
関与について

上気道における難治性好酸球性炎症性疾
患におけるエンドタイプの確立

2型 innate lymphoid cellsによる気道好酸球
炎症の解明

立体画像ナビゲーションシステムを用いた新
しい内視鏡下鼻副鼻腔手術術式の研究

細胞シート技術を用いた難治性中耳疾患に
対する粘膜再生治療の開発

汎用性のある内耳特異的ノックアウトマウス
作製法の開発

山本和央

松脇由典

鴻信義

櫻井結華

久保木章仁

濱孝憲

浅香大也

山田恭輔

宇野匡祐

中山次久

小島博己

頴川晋
（分担）

古田昭

田代康次郎

岡本愛光

心臓外科

泌尿器科

泌尿器科

泌尿器科

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科 1,100,000円

800,000円

800,000円

900,000円

1,800,000円

1,100,000円

2,100,000円

4,700,000円

230,000円

1,500,000円

900,000円

1,200,000円

1,200,000円

1,300,000円

文部科学省科研費
基盤研究(C)

文部科学省研究補
助金

文部科学省研究費
助成金

日本医療研究開発
機構研究費

国立大学法人名古
屋大学

文部科学省科研費
若手研究(B)

文部科学省科研費
基盤研究(C)

文部科学省科研費
基盤研究(C)

文部科学省科研費
若手研究(B)

文部科学省科研費
基盤研究(C)

文部科学省科研費
基盤研究(C)

文部科学省科研費
若手研究(B)

文部科学省科研費
基盤研究(C)

文部科学省科研費
若手研究(B)

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

プロテオミクス解析による加齢黄斑変性のバ
イオマーカーの探索並びに臨床所見との関
連

補

文部科学省私立大
学戦略的研究基盤
形成支援事業「安定
同位体医学応用研
究基盤拠点（SI医学
応用研究基盤拠点）
の形成」（松藤千弥）

500,000円眼科酒井勉

補

補

補

基盤研究（C）

厚労科研費

基盤研究（A）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

矢内原臨

杉本公平

産婦人科

産婦人科

基盤研究（C）

基盤研究(B)

300,000円

390,000円

325,000円

520000円

1,950,000円

産婦人科

産婦人科

産婦人科

産婦人科

産婦人科 325,000円

1,690,000円

岡本愛光

大腸癌と卵巣癌におけるLgr5の機能の解析

卵巣明細胞腺癌に対するIL6/STAT3シグナ
ルを標的とした分子標的治療法の確立

若年乳がん患者のサバイバーシップ向上を
志向した妊孕性温存に関する心理支援体制
の構築

真に実用可能な、卵巣癌の薬剤感受性予
測バイオマーカーの確立

卵巣明細胞腺癌の早期診断マーカーとして
の血清中miRNAの検索と解析

卵巣明細胞腺癌の臨床的特殊性からのバイ
オマーカーの同定

卵巣明細胞腺癌の臨床的特殊性からのバイ
オマーカーの同定

矢内原臨

岡本愛光



計119
(注) 1

2

3

委

委

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委
託元を記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請
の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入する
こと。

パーキンソン病に対するrTMS深部刺激と集
中的リハ併用の臨床的意義の検討

脊髄損傷不全麻痺に対するrTMSと集中的
下肢運動訓練の併用療法の有用性の検討

慢性の痛み診療の基盤となる情報の集約と
より高度な診療の為の医療システム構築に
関する研究

機能障害からみた慢性痛の新たな病態像の
提案と理学療法の効果検証

周術期テーラーメイド疼痛管理にむけた妊
婦術後痛及び術後遷延痛に関連した因子
の同定

肝・腎臓における虚血再灌流障害に対する
麻酔薬による保護効果の機序に関する研究

蘇生後脳症における脳保護戦略

脳卒中患者に対する経頭蓋磁気刺激療法
の
画像的治療戦略アプローチの検討

脳外傷者の自動車運転能力に関する
脳科学的評価法の確立

上肢麻痺の治療
triple combination treatmentの確立

定圧炭酸ガス送気下、先進内視鏡診断治療
の開発

共焦点内視鏡とスペクトロスコープによる
Hybrid消化管神経叢診断システムの確立

共焦点内視鏡による消化管神経叢異常の
多元的病因解析体系の開発

オキサリプラチンによる難治性神経障害性
疼痛の機序解明および治療法の開発

慢性筋痛の病態解析と運動療法の効果検
証

慢性痛に対する認知行動療法資材作成と
セミナー開催

大規模データベースを活用した
リハビリテーション疫学・経済学研究

脳卒中後歩行障害に対するボツリヌストキシ
ンAの効果的投与方法に関する研究

百崎良

角田亘

安保雅博

原貴敏

上園晶一

三尾寧

甫母章太郎

北原雅樹

北原雅樹

北原雅樹

森本（宮﨑）
温子

下山恵美

炭山和毅

炭山和毅

炭山和毅

安保雅博

小林一成

渡邉修

リハビリテーション科

リハビリテーション科

リハビリテーション科

リハビリテーション科

リハビリテーション科

リハビリテーション科

リハビリテーション科

麻酔科

内視鏡科

麻酔科

麻酔科

麻酔科

麻酔科

麻酔科

麻酔科

麻酔科

内視鏡科

内視鏡科

700,000円

700,000円

2,300,000円

50,000円

700,000円

1,170,000円

1,950,000円

2,210,000円

130,000円

5,000,000円

1,400,000円

500,000円

1,300,000円

1,300,000円

910,000円

1,820,000円

1,560,000円

1,300,000円
文部科学省科学研
究費補助金若手研

究（B）

文部科学省科学研
究費補助金挑戦的

萌芽研究

文部科学省科学研
究費補助金基盤研

究（C）

文部科学省科学研
究費補助金基盤研

究（C）

文部科学省科学研
究費補助金 挑戦的

萌芽研究

文部科学省科学研
究費補助金 基盤研

究（C）

文部科学省科学研
究費補助金 基盤研

究（B）

日本医療研究開発
機構研究費

科学研究費助成事
業（挑戦的萌芽研

究）

科学研究費助成事
業（新学術領域研

究）

文部科学省科学研
究費補助金基盤研

究（C）

文部科学省科学研
究費補助金若手研

究（B）

ＡＭＥＤ研究費

厚生労働科学研究
費補助金

文部科学省科学研
究費補助金挑戦的

萌芽研究

文部科学省科学研
究費補助金若手研

究（B）

文部科学省科学研
究費補助金基盤研

究（C）

文部科学省科学研
究費補助金基盤研

究（C）

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

Takakura K

Takakura K

Kinoshita A

Kinoshita A

Koido S

Kan S

Komita H

Kan S

Tsukinaga S
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Current surgical management of abdominal
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Surgical Treatment of a Giant hepatic
Aneurysm with an Aberrant Left Hepatic
Artery

Clinical Outcomes of Left Subclavian
Artery Coverage on Morbidity and
Mortality During Thoracic Endovascular
Aortic Repair for Distal Arch Aneurysms.

Feasibility of thoracoscopic thymectomy
for treatment of early-stage thymoma.

Comparison of oncological results for early
and advance stage thymomas:
thoracoscopic thymectomy versus open
thymectomy.
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Ability of a novel foot and ankle loading
device to reproduce loading conditions in
the standing position during computed
tomography.

In situ patch-clamp recordings from Merkel
cells in rat whisker hair follicles, an
experimental protocol for studying tactile
transduction in tactile-end organs.

Effects of 18-month treatment with
bazedoxifene on enzymatic immature and
mature cross-links and non-enzymatic
advanced glycation end products,
mineralization, and trabecular
microarchitecture of vertebra in
ovariectomized monkeys.

 Clinicopathological Assessment of Patients
with Locally Advanced Breast Cancer with
10 or More Lymph Node Metastases.

Significance of fine needle aspiration
cytology and vacuum-assisted core needle
biopsy for small breast lesions.

Triple-negative breast cancer exhibits a
favorable response to neoadjuvant
chemotherapy independent of the
expression of topoisomerase Ⅱα.
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Gonadotropin-releasing hormone
Antagonist:A real advantage?

Closure of the Left Atrial Appendage
During Cardiac Surgery -Why, When and
How?-

Quantitative and qualitative change of
collagen of achilles tendons in rats with
systemic administration of glucocorticoids.

Applying low-intensity pulsed ultrasounds
(LIPUS) to a zoledronate-associated
atypical femoral shaft fracture without
cessation of zoledronate therapy for 3
years follow up: A case report.

Arthroscopic release of flexor hallucis
longus tendon sheath in female ballet
dancers
-Dynamic pathology, surgical technique
and return to dancing performance –.

Gtf2ird1-dependent Mohawk (Mkx)
expression regulates mechanosensing
properties of the tendon.

Left ventricular pseudo-false aneurysm
perforating into the right ventricle.

Variability of Pulmonary Regurgitation in
Proportion to Pulmonary Vascular
Resistance in a Porcine Model of Total
Resection of the Pulmonary Valve:
Implications for Early- and Long-Term
Postoperative Management of Right
Ventricular Outflow Tract Reconstruction
With Resulting Pulmonary Valve
Incompetence.

A Multidisciplinary Approach to Ensure
Scientific Integrity in Clinical Research.

Noradrenergic Mechanisms Contorolling
Urethra Smooth And Striated Muscle
Function in Urethral Continence Reflex in
Rats
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Lower Urinary
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2015; 21: 137-9.

Usefulness of the Behavior of Fibroblast
Attachment to Coils in Thermoreversible
Gelation Polymer for Aneurysmal Coil
Treatment.
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Department of Urology High pressure balloon dilation for
vesicourethral anastomotic strictures after
radical prostatectomy

Results of central pathology review of
prostatic Biopsies in a contemporary series
from a phase Ⅲ、Multicenter, randomized
Controlled trial (SHIP0804).

 A combination of Desmopressin and
docetaxel inhibit cell proliferation and
invasion mediated by urokinase-type
plasminogen activator (uPA) in human
prostate cancer cells.

BMC urology
2015；15; 62-6

 Pathol Int. 2015
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Biochem Biophys
Res Commun. 2015
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Jpn J Ophthalmol
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Dept of Ophthalmology Improved Photoreceptor Function in Male
Acute Zonal Occult Outer Retinopathy.

Treatment of Dropped Nucleus with a 27-
Gauge Twin Duty Cycle Vitreous Cutter

Changes in corneal thickness following
combined cataract and vitreous surgery

Efficacy of Intravitreal Triamcinolone
Acetonide for Diabetic Macular Edema
After Vitrectomy

Genetic analysis of the aquaporin-4 gene
for anti-AQP4 antibody-positive
neuromyelitis optica in a Japanese
population
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Multimodal imaging of a case of peripheral
cone dystrophy

Mutation analysis of BEST1 in Japanese
patients with Best’s vitelliform macular
dystrophy
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Doc Ophthalmol
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Somatic instability of expanded CAG
repeats of ATXN7 in Japanese patients
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Association of the major histocompatibility
complex with clinical response to infliximab
therapy in patients with Behçet uveitis.
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Spontaneous resolution of large macular
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Influence of silicone oil tamponade on self-
sealing sclerotomy using 25-gauge
transconjunctival sutureless vitrectomy : a
retrospective comparative study
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inherited retinal degeneration

Responsive visual field maps despite a V1
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Measurement of early changes in anterior
chamber morphology after cataract
extraction measured by anterior segment
optical coherence tomography

Association between the major
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Clinical Management Provided by Board-
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Patients:A Retrospective Analysis of Japan
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Functional Recovery after Stroke: A
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Clinical effectiveness of board-certificated
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study．
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healthy subjects.

Prognostic factors for recurrence after
endoscopic sinus surgery for chronic
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Therapeutic administration of atomoxetine
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stroke:a case series study of three
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Case Series．
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Case Report and Literature Review.
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PLoS One 2015
Jun:10:6

泌尿器科紀要
2015
Dec:61(12)519-23

　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開
発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合
には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と
当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が
大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病
院に所属している場合に限る）。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

雑誌名発表者氏名 発表者の所属 題名

Clin Calcium.

Takeuchi
H,Saeki T,Aiba
K,et al.

[Phosphate metabolism and iron
deficiency].

Yokoyama K Division of Nephrology and
Hypertension, The Jikei
University School of
Medicine

Ogasawara Y,et
al.

Department of Internal
Medicine, Division of
Clinical Oncology and
Hematology

Human herpesvirus 8-negative primary
effusion lymphoma-like lymphoma with
t(8;14)(q24;p32)

Rinsho
Ketsueki.2015
Aug;56(8):1082-8

Department of Internal
Medicine, Division of
Clinical Oncology and
Hematology

Japanese Society of Clinical Oncology
clinical practice guidelines 2010 for
antiemesis in oncology:executive summary.

Int J Clin
Oncol.2015 Jun 17;
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High UBCH10 protein expression as a
marker of poor prognosis in esophageal
squamous cell carcinoma.

Prognostic significance of ZNF217
expression in Gastric Carcinoma.

Department of Surgery,
Jikei University School of
Medicine

Department of Surgery,
Jikei University School of
Medicine

Anticancer Res.
2014;34(2):955-61.

Anticancer Res.
2014; 34(9):4813-
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　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

Matsumoto A

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。

Kato M

Toyoizumi H

Haruhara K

Department of Endoscopy

Department of Endoscopy

Division of Nephrology and
Hypertension, The Jikei
University School of
Medicine

Department of Endoscopy Gossypiboma diagnosed by a forward-view
endoscopic ultrasound fine-needle
aspiration out of the sigmoid colon.

A novel second-generation multibending
backward-oblique viewing duodenoscope in
ERCP.

Ambulatory blood pressure and
tubulointerstitial injury in patients with IgA
nephropathy.

Endoscopic submucosal dissection for an
atypical small verrucous carcinoma: A case
report.

A feasibility study of chemically assisted
endoscopic submucosal mechanical
dissection using mesna for superficial
esophageal squamous cell carcinomas.

Narrow-Band Imaging Magnifying
Endoscopy versus Lugol
Chromoendoscopy with Pink-Color Sign
Assessment in the Diagnosis of Superficial
Esophageal Squamous Neoplasms： A
Randomised Noninferiority Trial.

Department of Endoscopy

Department of Endoscopy
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Case Rep. 2016
Mar 25;10(1):74.
Rep.

Surg Endosc　2015;
29(11):3373-81.
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639462.

Endosc Ultrasound.
2015 Apr-
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Technol2015 Apr；
24(2)： 101-7

Clin Kidney J.



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有 

・ 手順書の主な内容 

別紙参照 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年22回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有 

・ 規定の主な内容 

別紙「東京慈恵会医科大学利益相反管理規程」を参照 

 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年20回 

 ・研修の主な内容 

人を対象とした医学系研究に関する倫理並びに研究実施に必要な知識及び技術に関すること 

 

 

臨床研究支援センター 

研究支援課 

臨床研究支援センター 





























 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

専門修得コースプログラム概要を参照 

 

 

2 研修の実績  

  研 修 医 の 人 数          154人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者   

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

猿田 雅之 消化器･肝臓内科 診療部長          18年  

井口 保之 神経内科 診療部長          23年  

横尾 隆 腎臓･高血圧内科 診療部長          25年  

黒坂 大太郎 リウマチ･膠原病内科 診療部長          31年  

吉村 道博 循環器内科 診療部長          30年  

宇都宮 一典 糖尿病・代謝・内分泌内科 診療部長          37年  

相羽 惠介 腫瘍・血液内科 診療部長          39年  

桑野 和善 呼吸器内科 診療部長          34年  

大野 岩男 総合診療部 診療部長          35年  

中山 和彦 精神神経科 診療部長          39年  

井田 博幸 小児科 診療部長          35年  

中川 秀己 皮膚科 診療部長          39年  

大木 隆生 外科 統括責任者          29年  

丸毛 啓史 整形外科 院長･講座責任者          35年  

村山 雄一 脳神経外科 診療部長          27年  

宮脇 剛司 形成外科 診療部長          27年  

橋本 和弘 心臓外科 診療部長          38年  

岡本 愛光 産婦人科 診療部長          30年  

頴川 晋 泌尿器科 診療部長          35年  

常岡 寛 眼科 診療部長          40年  

小島 博己 耳鼻咽喉科 診療部長          29年  

安保 雅博 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ^ｼｮﾝ科 診療部長      26年  
福田 国彦 放射線科 診療部長        39年  
上園 晶一 麻酔科 診療部長      28年  
瀧浪 將典 ＩＣＵ 診療部長      29年  
炭山 和毅 内視鏡部 診療部長      18年  
堀 誠治 感染制御部 診療部長      37年  
鷹橋 浩幸 病院病理部 診療部長 28年  
武田 聡 救急部 診療部長      24年  
(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 







































































 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ②．現状  
管理責任者氏名 院長 丸毛 啓史 

  管理担当者氏名 事務部長 横山 秀彦 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ

る
事
項 

病院日誌 院長室 
管理課 
業務課 他 

主に年度別、診療科別に
各部署にて保管。 
診療録は患者毎に保管。 
病院外への持ち出しは
認めていない。 

各科診療日誌 管理課 
業務課 他 

処方せん 診療情報室 
手術記録 診療情報室 
看護記録 診療情報室 
検査所見記録 診療情報室 
エックス線写真 診療情報室 
紹介状 診療情報室 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

診療情報室 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ
る

事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事課 
臨床研修センター 
教員・医師人事室 

従事者数の帳簿は、電子
媒体、紙媒体で保管。 
その他は、年度毎に電子
媒体、紙媒体で各部署に
て保管。 

高度の医療の提供の実績 診療各科、 
管理課 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

診療各科、 
管理課 

高度の医療の研修の実績 診療各科、 
管理課、 
臨床研修センター 

閲覧実績 管理課、業務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

診療各科 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

管理課、業務課、薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全推進室及び関
係各部署 

医療安全管理指針に基
づき年1回以上、指針の
改定等の必要性について
審議する 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全推進室 毎月、セ－フティマネジメ
ント委員会を開催 
医療安全推進室「委員会
」ファイル 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全推進室 年度計画をを立て、医療
安全関係研修会等を企
画医療安全推進室「教育
研修」ファイル 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全推進室 セ-フティマネジメント委員

会、セ-フティマネ-ジャ-会

議にて分析、指導を実施。

重大事例には事例検討会

を開催し分析、再発防止策

を検討 

医療安全推進室「管理」フ

ァイル 



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染対策室 東京慈恵会医科大学附
属病院感染対策指針によ
る 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染対策室 毎月、感染対策委員会を
開催。感染対策室「感染
対策委員会」ファイル 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療安全推進室 
感染対策室 

年度計画をを立て、感染
対策関係研修会等を企
画。医療安全推進室「教
育研修」ファイル 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染対策室 感染対策委員会にて報
告、検討 
院内ラウンドの実施 
感染対策室ファイル 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医療安全推進室 東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指
針による 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医療安全推進室 年度計画をを立て、医薬
品安全使用関係研修会
等を企画。医療安全推進
室「教育研修」ファイル 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

医療安全推進室 東京慈恵会医科大学附
属病院セーフティマネ
ジメントマニュアル「医
薬品安全使用のための
業務手順書」 
実施状況調査ファイル 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

医療安全推進室 医薬品安全使用のための

業務手順書 
「病棟部門･手術部門・集
中治療部門・外来部門･
薬剤部･輸血部等」ファイ
ル 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療安全推進室 東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指
針による 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療安全推進室 年度計画をを立て、医療
機器安全使用関係研修
会等を企画 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学部 前年度に次年度計画を
立てて実施。 
点検結果は紙媒体を保
管、電子媒体は上書き保
存 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療安全推進室 東京慈恵会医科大学附
属病院セーフティマネ
ジメントマニュアル 
「医薬機器の使用に関
する安全管理規程」によ
る 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全推進室 
（◎） 

東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指 
針による（◎次回改定
時に掲載） 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染対策室 東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指 
針による 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療安全推進室 東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指 
針による 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

診療情報室 東京慈恵会医科大学附
属病院インフォームド
・コンセントに関する
規程による 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

診療情報室 東京慈恵会医科大学附
属病院診療情報管理規
程による 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全推進室 東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指 
針による 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

※経過措置適用  
 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

※経過措置適用  
 
 

監査委員会の設置状況 ※経過措置適用  
 

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全推進室 死亡例報告書・医療安
全連絡会議議事録 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全推進室 
（◎） 

東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指 
針による（◎次回改定
時に掲載） 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全推進室 東京慈恵会医科大学附
属病院患者相談室運営
規程による 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療安全推進室 東京慈恵会医科大学附
属病院患者相談室運営
規程による 

職員研修の実施状況 医療安全推進室 東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指 
針による 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療安全推進室 
（◎） 

東京慈恵会医科大学附
属病院医療安全管理指 
針による（◎次回改定
時に掲載） 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の
概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ②．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              院長 丸毛 啓史 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              事務部長 横山 秀彦 

 閲覧の求めに応じる場所              附属病院会議室 

 閲覧の手続の概要 

 

病院若しくは病院長宛の文書による依頼に基づき、病院長が認めた内容について閲覧場所 

（附属病院会議室）を定めて実施。 

 閲覧時は、当院教職員が立ち会うものとする。 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        5 件 
  閲 覧 者 別   医        師    延         件 

  歯  科  医  師    延         件 
      国    延        2 件 
  地 方 公 共 団 体    延        3 件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

1.医療安全管理に関する基本的な考え方 

 2.医療安全管理のための組織・体制 

 3.医療に係わる安全管理のための教員研修 

 4.医療問題発生時の対応 

5.医療事故発生時の対応 

 6.患者相談窓口の設置 

 7.患者との情報共有 

 8.附属4病院の連携強化（情報の共有） 

 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ）名称：セーフティマネジメント委員会 
・ 開催状況：年 １２回 
・ 活動の主な内容： 

1.医療事故防止対策の検討及び研究 

 2.医療事故の分析及び再発防止策の検討 

 3.医療事故防止のための提言 

 4.医療安全推進のための啓発､教育､広報及び出版 

 5.医薬品､医療機器の安全管理及び院内感染の防止 

 6.医療安全の推進に関すること 

 7.スタットコール(院内救急)に関すること 
  8.院内迅速対応システム(RRS)に関すること 
 
 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年９２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

1.セーフティマネジメント基礎研修会 

 2.4病院合同セーフティマネジメントシンポジウム 

 3.転倒･転落予防のための勉強会 

 5.派遣･委託職員対象セーフティマネジメント研修会 

 6.BLSコース／ICLSコース 

 7.復職者を対象とした医療安全・感染対策研修 

 8.医薬品・医療機器安全使用のための講習会 

 9.Team STEPPS講習会 
10.中途採用・異動者オリエンテーション 

 11.管理者のための医療安全・感染対策研修会 
 12.医療事故調査制度説明会 
 
 
 

 



 
 
 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

1.院長、医療安全管理部長、副部長及び医療安全推進室等の管理部門への 
   報告体制の確立と組織的対応の実施 

  2.ネットワークパソコンによる医療問題発生報告システムの運用 
  3.緊急セーフティマネジメント委員会での事実確認及び組織的対応の実施 
  4.セーフティマネジメント委員会及びフロアセーフティマネージャー会議、

医療安全推進室を通じた再発防止策の周知と徹底 
  5.医療問題分析ツールＲＣＡ分析による根本原因の分析と対策立案 
  6.問題種別のワーキンググループによる再発防止対策の立案と実践 
  7.医療安全院内ラウンドによる評価、検証、フィードバックの実施 
  8.関東信越厚生局及び東京都福祉保険局、日本医療機能評価機構への適切な

報告 
  9.所轄警察署への適切な報告 
 10.異状死届出ガイドラインの整備とモデル事業への参画 
 11.医療事故等に関する判定委員会の設置と医療事故等公表基準の整備 

12.医療事故調査制度に関する院内事故調査委員会設置基準の整備 
 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

1.院内感染対策に関する基本的な考え方 
2.院内感染対策のための組織 
3.院内感染対策のための教職員に対する研修 
4.感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
5.院内感染発生時の対応に関する基本方針 
6.当該指針の閲覧 
7.院内感染対策推進のために必要なその他の基本方針 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

1.菌検出状況報告と対策の検討 
2.抗菌薬使用状況報告と対策の検討 
3.感染に関する問題発生報告と対策の検討 
4.血液体液汚染発生状況報告と対策の検討 
5.感染対策のための啓発、教育、広報に関する検討 
6.感染対策指針およびマニュアルの改訂、運用に関する検討 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年８０回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

1.感染対策ベーシックレクチャー 
2.耐性菌の感染対策 
3.抗菌薬適正使用について 
4.針刺し事故対策 
5.研修医オリエンテーション：感染対策について 
6.新入職看護師に対する技術研修 
7.委託業者対象感染対策勉強会（新型インフルエンザ・ノロウイルス） 
8.ガフキーカンファレンス（結核患者の画像データ等を題材とした症例検討会） 
9.医局会・病棟等への訪問レクチャー 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

感染対策上重要な病原体が検出されると、検査室よりただちに感染対策室へ報告される。また、 
画像診断部医師による読影の際、結核が否定できない所見が発見された場合も感染対策室に報告 
されることとなっている。病棟などで、感染症の疑いが発生した場合にも、ただちに感染対策室 
へ報告され、担当者が対応する体制となっている。さらに、全病棟に病棟ICTを立ち上げ、感染 
対策室と定期的にミーティングを開催している。 

 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年５回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

新人薬剤師研修会（H27.4） 
「医療安全における医薬品の安全管理について」 
新人看護師研修会（H27.5） 
「安全な与薬管理」 
医薬品･医療機器安全使用セミナー（H27.7） 
「薬の安全な使用について」 
医薬品・医療機器安全セミナー（H27.11） 
「外来患者への服薬指導について ～医療用麻薬・インスリン（ペン型）～」 
医薬品・医療機器安全セミナー（H28.2） 
「麻薬の管理と取り扱い ～院内の麻薬注射を中心として～」 

 
 
 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
 

「外来部門、病棟部門、手術・麻酔部門、集中治療部門、画像診断部門・放射線治療部門、 
付録-1特に安全管理が必要な薬品（ハイリスク薬）」について改定を行い、その後手順書 
（チェックリストとして使用可）を関係部署へ配布し実施状況の確認を行い、記録した。 
 

 
 
 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

ハイリスク薬の掲載品目を見直し、新規更新し、院内に周知した。 
抗凝固薬・抗血小板作用薬の休薬、周術期使用、再開に関する指針を見直し、新規薬品を追記した。 
また、副腎皮質ステロイド注射剤の注射オーダ時のデフォルト単位変更を行った。 
薬剤部医薬品情報室および病棟薬剤師と連携し、メーカー、インターネットからの情報収集、部外 
講習会への参加をするなどして情報の収集を行い、必要に応じて院内への情報提供を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年428回 

 
研修の主な内容：平成27年度実績 
 
4月24日（金）医療機器安全管理講習会「保育器の安全管理について」 
5月15日（金）医療機器安全管理講習会「人工呼吸の安全管理について」 
5月29日（金）医療機器安全管理講習会「補助循環（人工心肺・IABP・PCPS)について」 
6月12日（金）医療機器安全管理講習会「血液浄化装置の安全使用について」 
6月26日（金）医療機器安全管理講習会「心電図モニタ・除細動器の安全管理について」 
7月13日（月）医薬品・医療機器安全講習会「輸液ポンプ・シリンジポンプの安全使用について」 
9月11日（金）医療機器安全管理講習会「低圧吸引器の安全使用について」 
9月18日（金）医療機器安全管理講習会「PCAポンプ CADD-Legacy Model6300の安全使用について」 

10月 9日（金）医療機器安全管理講習会「保育器の安全管理について」 
10月23日（金）医療機器安全管理講習会「人工呼吸の安全管理について」 
11月13日（金）医薬品・医療機器安全講習会「酸素療法器具の安全使用について」 
12月11日（金）医療機器安全管理講習会「補助循環（人工心肺・IABP・PCPS)について」 
1月22日（金）医療機器安全管理講習会「血液浄化装置の安全使用について」 
2月 5日（金）医療機器安全管理講習会「心電図モニタ・除細動器の安全管理について」 
2月15日（月）医薬品・医療機器安全講習会「心電図モニタの安全使用とトラブル対応について」 

 
医療機器安全講習会 （開催回数、出席者数） 
 
1）放射線部    20回（前年比：-16回）（参加者：494名  前年比：-279名） 
2）中央検査部     6回（前年比： -5回）（参加者： 24名  前年比：- 19名） 
3）リハ科      8回（前年比： -1回）（参加者： 53名  前年比：+ 41名） 
4）臨床工学部   394回（前年比：+71回）（参加者：3518名 前年比：+ 11名） 

総計:428回（前年比：+49回）（参加者総数：4089名 前年比：-246名） 
内）｢医療機器安全使用のための講習会｣ 15回（前年比：-1回） 

（参加者：895名 前年比：-166名） 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・保守点検の主な内容 
 
人工心肺装置及び補助循環装置、人工呼吸器、血液浄化装置、除細動器、閉鎖式保育器、診療用高エ
ネルギー放射線発生装置、診療用放射線照射装置については、保守点検計画書に基づいた定期点検を
実施し、医療機器安全管理責任者が代表を務める「医療機器安全管理作業部会」にて進捗状況を報告
している。その他、輸液ポンプ、シリンジポンプ、心電図モニタなどは「定期点検提出マニュアル」
に準じて点検を実施している。また、機器ごとに「次回定期点検日」を貼付し、点検日が超過してい
る機器については1ヶ月ごとに「督促状」を配布している。使用前、使用中、使用後点検については
セーフティマネジメントマニュアルに準じて使用者が実施している。 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・その他の改善のための方策の主な内容： 
 
病院保有でない医療機器を使用する際は「医療機器（臨時）使用許可願い」を提出することとなって
おり、医療機器安全管理責任者への報告もなされている。これには未承認等の医療機器も含まれるが
すべてを把握できているかの調査は未実施である。 
その他の情報収集と改善のための方策の実施状況は以下のとおりである。 
 
 



 
 
 

 
 
 
1）安全性情報 
 
①診療連絡速報（4回発行） 
 
平成27年6月  NO.27-(61)A 
「自動式除細動器（AED）の取扱いについて～最周知～」 
平成27年7月  NO.27-(75)A 
「セーフティマネジメントマニュアル「医療機器の保守点検安全使用に関する管理手順書」改定」 
平成27年10月  NO.27-(143)A 
「ジャクソンリース蘇生回路 ディスポ製品へ変更のお知らせ」 
平成28年2月  NO.27-(219)A 
「AED設置（新設）のお知らせ」 
 
②診療連絡報（9回発行） 
 
平成27年4月  NO.27-(13)B 
「医療機器の不具合等に関する自主回収製品への対応報告（3月分）」 
平成27年5月  NO.27-(45)B 
「医療機器の不具合等に関する自主回収製品への対応報告（4月分）」 
平成27年7月  NO.27-(76)B 
「医療機器の不具合等に関する自主回収製品への対応報告（6月分）」 
平成27年8月  NO.27-(86)B 
「医療機器の不具合等に関する自主回収製品への対応報告（7月分）」 
平成27年9月  NO.27-(110)B 
「医療機器の不具合等に関する自主回収製品への対応報告（8月分）」 
平成27年10月  NO.27-(129)B 
「医療機器の不具合等に関する自主回収製品への対応報告（9月分）」 
平成28年1月  NO.27-(188)B 
「医療機器の不具合等に関する自主回収製品への対応報告（12月分）」 
平成28年2月  NO.27-(207)B 
「医療機器の不具合等に関する自主回収製品への対応報告（1月分）」 
平成28年3月  NO.27-(229)B 
「医療機器の不具合等に関する自主回収製品への対応報告（2月分）」 
 
③おしらせ（発行なし） 
 
 
2）医療機器安全管理作業部会情報 
 
①医療機器安全管理情報（4回発行） 
 
平成27年4月31号 
「輸液ポンプ更新のお知らせ」 
平成27年9月32号 
「一般病棟で使用する人工呼吸器変更のお知らせ」 
平成27月10月33号 
「ネブライザー使用時の酸素流量計について」 
平成27年11月34号 
「モニタ関連 時刻確認と調整の徹底の願い」 
 
 
3)医療機器の不具合情報の発信（発生時随時） 
 
自主回収報告数（発生件数） 
 
合計：26件（クラスⅠ：0件、クラスⅡ：26件、クラスⅢ0件、計26件） 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 

院内報    
通知日 

文書番号 
PMDA    
公表日 

クラス 機器・製品名 

4 月 6 日 27-1 3 月 13 日 Ⅱ 汎用血液ガス分析装置（ABL90 FLEX システム） 

4 月 9 日 27-2 4 月 1 日 Ⅱ 大動脈カニューレ（エドワーズ体外循環カニューレ NC 

4 月 27 日 27-4 4 月 16 日 Ⅱ 多焦点後房レンズ 

4 月 30 日 27-5 4 月 27 日 Ⅱ 汎用人工呼吸器ベンチレータ PB980 

6 月 5 日 27-7 5 月 19 日 Ⅱ セントラルモニタ CNS-6201 

6 月 5 日 27-8 5 月 26 日 Ⅱ 不整脈モニタリングシステム医用テレメータ WEP-5200 シリーズ 

7 月 8 日 27-10 6 月 17 日 Ⅱ 硝子体切除ユニットカッタハンドピース 

7 月 8 日 27-11 6 月 29 日 Ⅱ 単回使用組織生検用針 

7 月 21 日 27-13 7 月 10 日 Ⅱ 汎用針付注射筒 

8 月 5 日 27-14 7 月 24 日 Ⅱ 汎用人工呼吸器ベンチレータ PB980 

8 月 13 日 27-15 7 月 30 日 Ⅱ 空気・酸素混合装置 

8 月 17 日 27-16 8 月 11 日 Ⅱ 麻酔システム エイシス 

9 月 14 日 27-18 8 月 18 日 Ⅱ 歯科用注射針 

12 月 10 日 27-22 11 月 19 日 Ⅱ 胃十二指腸用ステント 

12 月 17 日 27-23 12 月 1 日 Ⅱ 解析機能付きセントラルモニタ 

12 月 21 日 27-25 10 月 13 日 Ⅱ 中心循環系血管造影用カテーテル 

12 月 21 日 27-26 12 月 15 日 Ⅱ 単回使用手術用ステープラ 

1 月 14 日 27-27 12 月 17 日 Ⅱ ウォーターパッド特定加温装置コントロールユニット 

1 月 14 日 27-28 1 月 7 日 Ⅱ 麻酔システム エイシス 

1 月 21 日 27-30 1 月 18 日 Ⅱ 重要パラメータ付き多項目モニタ 

1 月 28 日 27-31 1 月 25 日 Ⅱ 汎用人工呼吸器ベンチレータ PB980 

2 月 4 日 27-32 1 月 19 日 Ⅱ 補助循環用バルーンポンプ駆動装置 

2 月 9 日 27-33 2 月 8 日 Ⅱ 成人用人工呼吸器トリロジー100 

3 月 2 日 27-35 2 月 16 日 Ⅱ ヘパリン使用中心静脈用カテーテルイントロデューサキット 

3 月 2 日 27-36 2 月 9 日 Ⅱ 耳鼻咽喉科用洗浄ユニット 

3 月 17 日 27-38 3 月 16 日 Ⅱ 麻酔システム エイシス 
 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 

① 医療安全管理責任者の配置状況 有・無 

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況 

病院長より任命され、医療安全管理部長ならびにセーフティマネジメント委員会委員長を務める。 

 

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（２名）・無 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

1.医薬品の安全使用のための業務手順書の作成と管理 

2.教職員に対する医薬品安全使用のための研修の実施と記録 

3.医薬品の業務手順書に基づく管理・使用状況の確認と記録 

4.医薬品の安全使用のために必要な情報の収集 

5.その他、医薬品の安全確保を目的とした改善のための方策の実施 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

  ※経過措置適用（計画書提出済） 

・担当者の指名の有無（有・無） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

1.インフォームド・コンセントの定義 

2.管理責任者および部門担当者の設置、責務 

3.医療者の責務 

4.適切なインフォームド・コンセントの実施のための手順等を定めた細則の制定 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・活動の主な内容： 

1.診療録等の、質的監査、量的監査の実施 

2.監査結果の報告会の開催 

3.適正な記載方法等の指導研修 

4.診療記録全般に関する事項の審議を行う委員会の開催 



 
 
 

 
⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（６）名、専任（０）名、兼任（５）名 

 うち医師：専従（０）名、専任（０）名、兼任（４）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（０）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（０）名、兼任（０）名 

・活動の主な内容： 

 1.医療に係わる安全管理のための教員研修 

 2.医療問題発生時の対応 

3.医療事故発生時の対応 

 4.患者相談窓口の設置 

 5.患者との情報共有 

 6.附属4病院の連携強化（情報の共有） 

7.他施設との連携強化（情報の共有） 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

 ※経過措置適用（計画書提出済） 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

 ※経過措置適用（計画書提出済） 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

 



 
 
 

 
⑨ 監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年  回 

・活動の主な内容： 

 ※経過措置適用（計画書提出済） 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他



 
 
 

 
 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 ４２９件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 １４２件（レベル３ｂ以上） 

・医療安全管理委員会の活動の主な内容 

【セーフティマネジメント委員会】 

  1.オカレンス・インシデント・アクシデントレポートに基づいた事例の把握ならびに原因分析に基

づいた防止対策・改善策についての協議ならびに院長への具申 

2.医療安全改善策の関連各部署への周知徹底の指導ならびに支援 

3.医療安全活動推進のための啓発、教育、広報活動 

4.医薬品ならびに医療機器の安全管理推進活動 

5.院内感染対策推進活動 

 

⑪ 他の特定機能病院の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院への立入り（ 有（病院名：聖マリアンナ医科大学病院 ）・無） 

・他の特定機能病院からの立入り受入れ（ 有（病院名：聖マリアンナ医科大学病院 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

   TeamSTEPPS の現場での活用状況、院内ラウンドの実施方法、研修未受講の教職員への対応方法 

   等 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

  大学として「公益通報制度」及び「グリーン BOX の学内設置」がある。 

いずれも全教職員へ周知され、公益通報制度は、通報・相談窓口が記載された携帯用カードを 

配布している。 

 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 



 
 
 

 
 

⑭ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況    年９２回 

・ 研修の主な内容： 

1.セーフティマネジメント基礎研修会 

 2.4病院合同セーフティマネジメントシンポジウム 

 3.転倒･転落予防のための勉強会 

 5.派遣･委託職員対象セーフティマネジメント研修会 

 6.BLSコース／ICLSコース 

 7.復職者を対象とした医療安全・感染対策研修 

 8.医薬品・医療機器安全使用のための講習会 

 9.Team STEPPS講習会 

10.中途採用・異動者オリエンテーション 

 11.管理者のための医療安全・感染対策研修会 

 12.医療事故調査制度説明会 

 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

 ※経過措置適用（計画書提出済） 

 

 

 



 

 
 

(様式第 8) 

                                                         慈本管（28）第 132 号 

平成 28 年 9 月 3 日 

 

  厚生労働大臣 殿 

 

医療機関名 東京慈恵会医科大学附属病院 

開設者名   学校法人 慈恵大学 

理事長 栗原 敏  (印)  

 

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

1. 医療安全管理責任者を配置するための予定措置 

 

現行で院長より任命された医療安全管理部長（医療安全担当副院長）が配置されている。 

 
 
2. 医薬品安全管理責任者の活動を充実するための予定措置 

 

現行で以下の業務を行っており体制整備済である。 

1.医薬品の安全使用のための業務手順書の作成と管理 

2.教職員に対する医薬品安全使用のための研修の実施と記録 

3.医薬品の業務手順書に基づく管理・使用状況の確認と記録 

4.医薬品の安全使用のために必要な情報の収集 

5.その他、医薬品の安全確保を目的とした改善のための方策の実施 

 

 

3. 医療を受ける者に対する説明に関する責任者を配置するための予定措置 

 

平成 28 年 10 月 1 日付けで以下を配置。 

・統括責任者⇒院長 

・管理責任者⇒診療情報委員会 委員長 

・部門責任者⇒診療情報委員会 委員 

・主管課⇒診療情報室 

・審議部署⇒診療情報委員会 

 

 



 

 
 

4. 説明の実施に必要な方法に関する規程を作成するための予定措置 

 

インフォームド・コンセントに関する規程および細則を、平成 28 年 10 月 1 日付けで制定。 

 

 

5. 診療録等の管理に関する責任者を配置するための予定措置 

 

平成 28 年 10 月 1 日付けで、診療情報室 室長を責任者として配置。 

 

 

6. 規則第９条の23第１項第10号に規定する医療に係る安全管理に資する措置を実施する

ための予定措置 

 
現行で以下の業務を行っており体制整備済である。 

 ・死亡例報告書・セーフマスター 
  ・入院患者が死亡した場合、全死亡事例に対し死亡例報告書の提出を義務とし、医療 

安全推進室が当該死亡の事実及び死亡前の状況を把握している。報告の実施状況に 
ついては事務部門との連携により、院内死亡事例を把握し、遅滞なく報告書の提出を 
指導している。 

・セーフティマネジメント委員会、管理者への報告を行っている。 
・オカレンスレポーティングシステムを導入しており、通常の経過では必要がない処置 
又は治療が必要になった場合には、過失の有無にかかわらず事例収集をしている。 

・上記内容に関しては、各研修会を通じ教育・指導をしている。 
 

 

7. 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口

を設置するための予定措置 

  
 現行の体制で、大学として「公益通報制度」及び「グリーン BOX の学内設置」があり、 

いずれも全教職員へ周知され、公益通報制度は、通報・相談窓口が記載された携帯用 
カードを配布している。 

 

 

  



 

 
 

8. 医療安全管理部門による医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握及び従業者

の医療の安全に関する意識の向上の状況の確認実施のための予定措置 

 
現行で以下の業務を行っており体制整備済である。 

（医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握） 
1 ネットワークパソコンによる医療問題発生報告システムの運用（インシデント・アクシデント 

事例だけではなく、合併症も含め、標準的な医療から逸脱した場合には当院で定めた項目 
を、オカレンスレポートとして報告している。） 

2. 医療安全ラウンドによる予防対策等の実施状況評価、検証、フィードバックの実施 
3. 手術に限らず、ハイリスクの治療をおこなう場合などは、治療に関わる複数の診療科やコメ 

ディカルが参加して検討する「ハイリスクカンファレンス」を医療安全推進室が主導して開催し 
ており、院内で実施されるハイリスクの治療を早期に病院組織で把握している。 

（従業者の医療の安全に関する意識の向上の状況の確認実施） 
1. 医療安全に関する研修は、氏名章のバーコード読み取りによる研修参加状況を把握し定 

期的に参加状況を所属長宛にフィードバックしている。また、参加シールを配布し各職場で 
一覧表に貼付することで、職員個々の参加状況把握ができるように工夫している。 

2.定期的に従業者の研修参加状況を所属長・本人宛にフィードバックしている。 
 

 

9. 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門を設置するための予定措置 

 

計画 
 新規医療技術等の審査を行っている既存の委員会（倫理委員会・先進医療審査委員会・

臨床研究審査委員会等）を活用するか、新たな委員会を設置予定で検討中であり、経過

措置期間である H29.3 月末までに担当部門を設置予定。 
 

 

10. 高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難

度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程を作

成するための予定措置 

 
計画 
既存の委員会（倫理委員会・先進医療審査委員会・臨床研究審査委員会等）を活用する

場合は、現在の規程の改定を行う予定。新たに委員会を設置する場合は、従業者が遵守

すべき事項及び未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が

確認すべき事項等を定めた規程を作成する予定であり、経過措置期間である H29.3 月末

までに規程制定予定。 



 

 
 

 

11. 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門を設置するための

予定措置 

 
計画 

 未承認新規医薬品等の審査を行っている既存の委員会（倫理委員会・臨床研究審査委員

会等）を活用するか、新たな委員会を設置予定で検討中であり、経過措置期間であるH29.3
月末までに部門を設置予定。 

 

 

12.未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承

認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定

めた規程を作成するための予定措置 

 
計画 
既存の委員会（倫理委員会・臨床研究審査委員会等）を活用する場合は、現在の規程の

改定を行う予定。新たに委員会を設置する場合は、従業者が遵守すべき事項及び未承認

新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定

めた規程を作成する予定であり、経過措置期間である H29.3 月末までに規程制定予定。 
 

 

13.監査委員会を設置するための予定措置 

 
計画 

 情報収集を行い、当院と利害関係の無い外部委員を選出し、H29.3 月末までに、委員会 
設置と委員会規程等を制定予定。 

 委員名簿、委員選定理由を記載した書類の厚生労働大臣への提出および、公表について、 
 検討していく。 
 

 

14.他の特定機能病院の管理者との連携による立入り及び技術的助言を遂行するための予

定措置 

 

現行で日本私立医科大学協会主催の「医療安全相互ラウンド」を実施している。 
 

 

 



 

 
 

15.職員研修を実施するための予定措置 

 
現行で以下の体制で実施している。 
研修の必須項目： 
従業者の医療の安全に関する意識 ⇒ 医療安全基礎研修として実施してる。 
他の従業者と相互に連携して業務を行う事についての認識 ⇒ TeamSTEPPS エッセンシャ

ルコース、TeamSTEPPS アドバンスコース、管理者のための医療安全・感染対策犬種会等で

実施 
業務を安全に行うための技能の向上等 ⇒ 医薬品・医療機器講習会・転倒転落予防講習会・

セーフティマネジメントシンポジウム等で実施 
研修実施後の学習効果測定： 
研修時に内容に関する問題を出し、記入をさせている。また、病棟・外来などの現場ラウンドを

実施する際、インタビューを行い理解度の確認を行っている。 
 

 

16.管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 

 
計画 

 院内研修については「管理者のための医療安全・感染対策研修」を実施し、管理者及び

各部門責任者が参加している。 
外部研修については、医薬品安全管理責任者は外部団体主催の研修会に参加しているが、

管理者、医療安全管理責任者、医療機器安全管理責任者については、経過措置期間であ

る H30.3 月末までに、計画的に参加予定である。 
 
 
17.医療安全管理部門の人員体制 

・所属職員：専従（６）名、専任（０）名、兼任（５）名 
 うち医師：専従（０）名、専任（０）名、兼任（４）名 
 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（０）名 
 うち看護師：専従（２）名、専任（０）名、兼任（０）名 
 

計画  
現状では、医師以外の職種は専従の体制をとっている。 
経過措置期間内に専従の医師を配置予定である。 

  

 



 

 
 

18.医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 

 

現状と計画 
医師（医療安全管理責任者）：専従配置未。 
看護師（医療安全管理者）：配置済（H19.4 月） 
薬剤師（医薬品安全管理責任者）：配置済（H19.7 月） 
上記の通り、現状、医師以外の職種は専従の体制をとっている。 
平成 32 年 3 月までに終業時間の 8 割以上を当該業務に従事する者を 1 名配置する 
予定である。 

 

 


